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当レポートは、掲載企業のご依頼により株式会社シェアードリサーチが作成したもので

す。投資家用の各企業の『取扱説明書』を提供することを目的としています。正確で客観

性・中立性を重視した分析を行うべく、弊社ではあらゆる努力を尽くしています。中立的

でない見解の場合は、その見解の出所を常に明示します。例えば、経営側により示された

見解は常に企業の見解として、弊社による見解は弊社見解として提示されます。弊社の目

的は情報を提供することであり、何かについて説得したり影響を与えたりする意図は持ち

合わせておりません。ご意見等がございましたら、sr_inquiries@sharedresearch.jp までメ

ールをお寄せください。
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要約
GMOペパボ株式会社（東証STD 3633、以下、同社）は、個人や法人向けにレンタルサーバーやネットショップの作

成、オリジナルグッズの作成・販売、ハンドメイド作品の売買サービスなどを提供する企業である。同社は、「人類

のアウトプットを増やす」をミッションに掲げ、リーズナブルな価格でサービスを提供することでインターネットを利

用するハードルを下げ、個人やクリエイターの創作活動を支援する。フリーランス向けには資金繰りをサポートするサ

ービスも提供する。2023年12月期の売上高は前期比3.5%増の10,904百万円となった一方、金融支援事業における貸倒

関連費用計上を背景に営業損失341百万円（前期732百万円の利益）を計上した。過去5期における売上高の年平均成長

率は5.1%と、レンタルサーバーやネットショップ作成サービスなどのストック型ビジネスが伸長した一方、フロー型

ビジネスはコロナ禍後の消費行動の変化の影響を受ける状況にある。

同社は、2003年1月に個人向けホスティング事業を目的とした有限会社paperboy&co.として設立され、前身企業からレ

ンタルサーバー「ロリポップ！」の事業が移管された。2004年3月に株式会社化され、グローバルメディアオンライン

株式会社（現　GMOインターネットグループ株式会社（東証PRM 9449）、2022年12月末時点出資比率57.5%）への第

三者割当増資に伴い連結子会社化された。2014年4月にGMOペパボ株式会社に商号を変更し、現在に至る。

同社は、ホスティング、EC支援、ハンドメイド、金融支援の4つの事業セグメントを有する。ホスティング事業

（2023年12月期売上高構成比52.8%、調整額控除前営業利益率33.4%）では主にレンタルサーバー「ロリポップ！」と

ドメイン取得代行サービス「ムームードメイン」を提供する。EC支援事業（同27.5%、同25.2%）は主にネットショッ

プ作成サービス「カラーミーショップ」とオリジナルグッズ作成・販売サービス「SUZURI」を提供する。

ハンドメイド事業（同13.7%、同4.2%）はハンドメイドマーケットサービス「minne」を、金融支援事業（同6.0%、営

業損失1,065百万円）はフリーランス向けファクタリングサービス「FREENANCE」を提供する。同社はこれまで、

「ロリポップ！」や「ムームードメイン」、「カラーミーショップ」が生み出すストック収益を「SUZURI」や

「minne」、「FREENANCE」などのフロー型ビジネスに投じることで、事業拡大と成長加速を目指してきた。

同社の主力サービスである「ロリポップ！」（2023年12月期売上高構成比23.0%、調整額控除前営業利益率53.2%）

は、主に個人向けのレンタルサーバーサービスである。同社によると、レンタルサーバー市場では大きな差別化要素

がなくなっているものの、リーズナブルな価格設定と創業来の長い歴史の中で培われたブランド力を背景に、「ロリ

ポップ！」は個人向けでは国内最大級の規模にある。「ロリポップ！」は初期費用不要で、料金はサーバー容量など

に応じて月額99円（エコノミープラン）から利用できる。個人による利用が大半でブログなどの情報発信に利用する

ほか、アフィリエイトや個人事業のホームページなどビジネスユースも増加傾向にある。

契約件数と月額料金の掛け算で売上高が積み上がるストック型ビジネスで、2023年12月期末の契約件数は約413千件

（前期比2.3%減）、顧客単価は499円（同11.1%増）であった。同社によると月間解約率は1％台と低水準にある。

「ムームードメイン」（同21.5%、同12.9%）は、インターネット上の住所にあたる.comや.jpなどのドメイン取得代行

サービスである。1つのドメインに対し、そのドメインの登録受付業務を行う組織（レジストリ）は1つしか存在しない

ため、同じドメインを取得する際に生じる費用は、取得代行サービスを提供する企業（レジストラ）間で大きな格差

が生じることはない。よってドメインを仕入れて、顧客に提供し、ドメイン料を受け取るというシンプルなビジネスと

なる。レジストラ間で差別化要素が生じにくいことで、価格競争もあり収益性は高くはないものの、同社は「ロリポ

ップ！」の上位プランユーザーに無料提供するなど、他のサービスへの導線として位置付けている。

契約件数とドメイン料の掛け算で売上高が積み上がるストック型ビジネスであり、2023年12月期期末の契約件数は約

1,103千件（前期比7.1%減）、SR社の試算に基づく月間平均ドメイン料は173円（同7.7%増）であった。

「カラーミーショップ」（同19.0%、同34.7%）は、ネットショップ作成サービスである。ネットショップのデザイン

から決済手段、サーバー対応などネットショップ運営に必要な機能を提供する。競合サービスも多く存在するが、デ

ザインのカスタマイズ性の高さや海外販売や卸販売、クール便への対応などさまざまな販売方法への対応、多様な決

済手段への対応など、自由度の高さが「カラーミーショップ」の差別化要素となっている。同社によると年商1百万円

～100百万円のショップが最も多い利用者層である。

契約件数と月額費用の掛け算で売上高が積み上がるストック型ビジネスであり、初期費用に加えて、決済方法に応じた

決済手数料も計上される。2023年12月期期末の契約件数（フリープランを含む）は50,379件（前期比0.6%減）、月額

顧客単価は5,238円（同26.3%増）であった。同社によると月間解約率は1％台と低水準にある。

「SUZURI」（同8.4%、同9.1%）は、オリジナルデザイン入りのTシャツなどのオリジナルグッズの作成・販売サービス

を提供する。無料登録したクリエイターが「SUZURI」のサイト上に作成・販売するアイテムのデザインや画像など作

成データを登録するだけで、Tシャツなどのアイテムを簡単に作成し販売できる。利用者にアイテムを購入されると、
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同社が工場に発注して製造する。製造後に工場から購入者にアイテムを発送し、その後、同社に支払われた購入代金

の一部がクリエイターに支払われる。クリエイターは、作成データ登録時に、同社が設定するコストテーブルに基づ

き、自らの利益を上乗せする形で売価を設定する。2023年12月期期末のクリエイター数は770千人（前期比14.9%

増）、会員数は1,630千人（同20.7%増）、流通額は2,430百万円（同8.6%減）であった。

「minne」（同13.7%、調整額控除前営業利益率4.2%）は、ハンドメイド作品のマーケットサービスで、同社によると

国内最大級の規模にある。同社の売上高は、商品販売価格に送料を加えた金額の9.6%（税抜き）の手数料収入とな

る。2023年12月期期末の作品数は17,100千点（前期比7.1%増）、作家数は900千人（同5.9%増）、アプリダウンロー

ド数は14,730千ダウンロード（同4.4%増）であった。また2023年12月期における流通額は12,870百万円（同14.5%

減）、注文件数は3,965千件（同4.7%減）、注文単価は3,246円（同10.3%減）であった。

「FREENANCE」（同6.0%、営業損失1,065百万円）は、フリーランスや個人事業主向けに主に即日払いのオンライン

ファクタリングサービスを提供する。利用者が取引先に送付する請求書を同社が買い取り、即日現金を支払う。同社は

期日における取引先の支払をもって回収する。請求書買取可能額は10千円から、請求書額面の3～10%の手数料が同社

の売上高となる。2023年12月期の利用者数は13,113人（前期比20.3%増）、請求書買取額は8,480百万円（同2.2%

減）、請求書買取件数は22,432件（同10.4%増）、平均請求書買取額は378千円（同11.4%減）であった。2023年12月

期第2四半期までに滞留債権に対する貸倒関連費用を計上したことで、以降、大型債権の買取を抑制した。

同社によると、主要サービスにおける主な競合企業は、「ロリポップ！」ではさくらインターネット株式会社（東証

PRM 3778）やエックスサーバー株式会社（非上場）、「ムームードメイン」ではエックスサーバー株式会社である。

「カラーミーショップ」では、BASE株式会社（東証GRT 4477）やSTORES株式会社（非上場）が主な競合企業となる。

業績動向
2023年12月期通期の売上高は10,904百万円（前期比3.5％増）、営業損失は341百万円（前期は732百万円の利益）、経

常損失は247百万円（同767百万円の利益）、親会社株主に帰属する当期純損失は629百万円（同510百万円の利益）と

なった。金融支援事業において滞留債権に係る貸倒関連費用を計上したことで営業損失となった。2023年12月期通期

会社予想の達成率は、売上高が100.1%、営業損失は341百万円（通期会社予想642百万円）、経常損失が247百万円

（同576百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失が629百万円（同867百万円）であった。

2024年12月期の通期会社予想は、売上高10,963百万円、営業利益700百万円、経常利益700百万円、親会社株主に帰属

する当期純利益421百万円を見込む。ホスティング事業やEC支援事業のストック型ビジネスは増収増益、ハンドメイド

事業は増収の一方でプロモーション費用増により営業減益を、金融支援事業は大型債権買取抑制により減収も、営業

損失の大幅縮小を想定する。

同社は、中期経営計画（2023年12月期～2026年12月期）の経営目標として、2026年12月期連結営業利益1,570百万円

を掲げる。目標達成に向けて、ストック型ビジネスである「ロリポップ！」や「ムームードメイン」、「カラーミーシ

ョップ」の安定的かつ高い収益力を生かし、「SUZURI」や「minne」、「FREENANCE」、新規事業など成長性の高い

事業へ投資を行う考えである。なお2023年12月期通期会社予想の修正を受けて、中期経営計画における2026年12月期

目標の見直しを行う予定である。

同社の強みと弱み
SR社では、同社の強みは以下の3点と考える（後述の「SW（Strengths & weaknesses）分析」の項参照）。

クリエイターの新たなニーズを捉えたサービスを開発し、いち早く市場に投入する体制を持つこと

レンタルサーバーサービス「ロリポップ！」、ドメイン取得代行サービス「ムームードメイン」、ネットショップ

作成サービス「カラーミーショップ」と多層的なストックビジネスを有していること

データセンターなどのGMOインターネットグループのアセットを活用できること

一方、弱みは以下の3点と考える。

業績依存度の高いホスティング事業は今後の成長が限定的であること

ネットショップ作成サービスの法人向けサービス強化には営業体制の構築が必須となること

主力のレンタルサーバーやネットショップ作成サービスにおいて事業領域を拡大する際にはGMOインターネットグ

ループ内での住み分けが阻害要因になり得ること
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主要経営指標の推移

出所：会社資料をもとにSR社作成

※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

損益計算書 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期 24年12月期
（百万円） 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結 連結 会社予想

売上高 4,534 5,698 6,890 7,365 8,201 8,943 11,014 11,880 10,531 10,904 10,963
前年比 8.8% 25.7% 20.9% - 11.3% - 23.2% 7.9% -11.4% 3.5% 0.5%
売上総利益 2,412 3,070 3,912 4,436 4,908 5,251 6,482 6,733 6,076 5,931 -
前年比 7.1% 27.2% 27.4% - 10.6% - 23.4% 3.9% -9.7% -2.4% -
売上総利益率 53.2% 53.9% 56.8% 60.2% 59.8% 58.7% 58.8% 56.7% 57.7% 54.4% -
営業利益 724 -621 108 144 468 784 927 889 732 -341 700
前年比 -0.2% - - - 225.6% - 18.3% -4.2% -17.6% -146.6% -
営業利益率 16.0% -10.9% 1.6% 2.0% 5.7% 8.8% 8.4% 7.5% 7.0% -3.1% 6.4%
経常利益 743 -598 135 173 524 836 984 968 767 -247 700
前年比 -0.1% - - - 203.2% - 17.7% -1.6% -20.8% -132.2% -
経常利益率 16.4% -10.5% 2.0% 2.3% 6.4% 9.3% 8.9% 8.2% 7.3% -2.3% 6.4%
当期純利益 410 -798 153 120 467 543 830 715 510 -629 421
前年比 0.5% - - - 289.8% - 52.9% -13.8% -28.7% -223.3% -
純利益率 9.1% -14.0% 2.2% 1.6% 5.7% 6.1% 7.5% 6.0% 4.8% -5.8% 3.8%
一株当たりデータ(円、株式分割、併合調整
後）

期末発行済株式数（千株） 2,671 2,634 2,634 2,634 2,638 5,213 5,277 5,307 5,277 5,277 -
EPS 75.87 -149.97 29.12 22.75 88.65 104.11 159.07 135.22 96.37 -119.16 79.95
DPS 33.75 0.00 15.00 12.50 52.50 65.00 81.00 68.00 50.00 0.00 40.00
BPS 394.70 192.16 212.50 220.37 312.45 329.88 476.66 549.33 509.58 343.22 -
貸借対照表　（百万円）

現金・預金・有価証券 2,108 1,157 1,524 1,591 1,802 1,754 2,472 2,371 2,559 2,760
流動資産合計 3,501 3,074 3,785 4,358 4,853 4,916 6,649 6,944 9,311 8,569
有形固定資産 186 332 309 298 266 264 321 427 652 843
無形固定資産 235 200 202 245 336 403 477 553 734 675
投資その他の資産合計 493 456 475 476 623 789 764 946 738 787
資産合計 4,415 4,063 4,770 5,377 6,078 6,372 8,212 8,870 11,436 10,875
支払手形及び買掛金 110 138 132 122 148 177 255 272 249 258
短期有利子負債 0 0 0 0 0 0 0 38 1,290 357
流動負債合計 2,291 3,038 3,532 4,100 4,294 4,575 5,640 5,694 8,439 7,914
長期有利子負債 0 0 0 0 0 0 0 134 281 1,120
固定負債合計 16 12 53 54 77 27 27 223 308 1,150
負債合計 2,307 3,050 3,585 4,154 4,371 4,602 5,667 5,917 8,747 9,064
純資産合計 2,108 1,012 1,185 1,223 1,707 1,770 2,544 2,953 2,689 1,811
有利子負債（短期及び長期） 0 0 0 0 0 0 0 172 1,572 577
キャッシュフロー計算書 （百万円）
営業活動によるキャッシュフロー 1,033 -503 705 640 675 698 1,253 669 -213 1,779
投資活動によるキャッシュフロー -202 280 -137 -294 -312 -453 -6 -278 -510 -326
財務活動によるキャッシュフロー -252 -328 0 -79 -52 -494 -79 -393 712 -703
財務指標

総資産経常利益率（ROA） 18.1% -14.1% 3.1% 3.4% 9.2% 13.1% 13.5% 11.3% 7.6% -2.2%
自己資本純利益率（ROE) 20.5% -51.6% 14.6% 10.5% 33.3% 31.6% 39.2% 26.3% 18.2% -27.9%
自己資本比率 47.8% 24.2% 23.5% 21.6% 27.1% 27.0% 30.6% 32.9% 23.5% 16.7%
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直近更新内容
営業外費用および特別損失計上を発表

2024年2月13日

GMOペパボ株式会社（東証STD 3633、以下、同社）は2023年12月期決算において営業外費用および特別損失を計上す

ることを発表した。

（リリースへのリンクはこちら）

営業外費用の内容

貸倒引当金繰入額（個別）

同社の連結子会社である GMOクリエイターズネットワーク株式会社（以下、CN 社）に対する貸付金について、回収

可能性を検討した結果、貸倒引当金繰入額1,239百万円を計上した。なお、連結決算上は相殺消去されるため、連結業

績に与える影響はない。

特別損失の内容

減損損失（連結・個別）

ホスティング事業において開発費の一部をソフトウェア仮勘定として資産計上していたが、「固定資産の減損に係る

会計基準」に基づいて回収可能性を検討し、保守的に将来の収益見込みなどを勘案した結果、当該ソフトウェア仮勘

定の帳簿価額全額を減損処理し、118百万円を特別損失に計上した。

投資有価証券評価損（連結・個別）

保有する投資有価証券の一部について、取得価額に比べて実質価額が下落したため投資有価証券評価損29百万円を特

別損失に計上した。

関係会社株式評価損（個別）

同社の保有するCN社株式について、取得価額に比べて実質価額が下落したため関係会社株式評価損117百万円を特別損

失に計上した。なお、連結決算上は相殺消去されるため、業績に与える影響はない。

業績への影響

上記の影響額については、2024年2月13日公表の2023年12月期決算短信〔日本基準〕（連結）に反映している。

https://www.release.tdnet.info/inbs/140120240213533968.pdf
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業績動向
四半期業績動向

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

四半期業績推移（累計） 22年12月期 23年12月期 23年12月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 達成率 会社予想

売上高 2,536 5,107 7,810 10,531 2,736 5,524 8,226 10,904 100.1% 10,894
前年同期比 -12.9% -14.2% -12.8% -11.4% 7.9% 8.2% 5.3% 3.5% 3.4%
売上原価 1,081 2,167 3,292 4,455 1,221 2,478 3,715 4,973
前年同期比 -13.9% -15.9% -15.1% -13.5% 12.9% 14.4% 12.9% 11.6%
原価率 42.6% 42.4% 42.1% 42.3% 44.6% 44.9% 45.2% 45.6%
売上総利益 1,455 2,940 4,518 6,076 1,515 3,046 4,511 5,931
前年同期比 -12.2% -12.9% -11.1% -9.7% 4.1% 3.6% -0.2% -2.4%
売上総利益率 57.4% 57.6% 57.9% 57.7% 55.4% 55.1% 54.8% 54.4%
販管費 1,229 2,691 3,948 5,344 1,479 3,872 5,094 6,272
前年同期比 -13.6% -7.7% -9.8% -8.6% 20.3% 43.9% 29.0% 17.4%
売上高販管費比率 48.5% 52.7% 50.5% 50.7% 54.0% 70.1% 61.9% 57.5%
営業利益 226 248 570 732 36 -826 -583 -341 - -642
前年同期比 -3.8% -45.9% -19.3% -17.6% -84.0% - - - -
営業利益率 8.9% 4.9% 7.3% 7.0% 1.3% - - - -
経常利益 238 258 600 767 105 -747 -505 -247 - -576
前年同期比 2.0% -45.1% -18.9% -20.8% -56.0% - - - -
経常利益率 9.4% 5.1% 7.7% 7.3% 3.8% - - - -
四半期純利益 170 183 419 510 41 -892 -724 -629 - -867
前年同期比 -8.1% -49.5% -21.6% -28.7% -75.7% - - - -
四半期純利益率 6.7% 3.6% 5.4% 4.8% 1.5% - - - -
四半期業績推移 22年12月期 23年12月期
（百万円） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
売上高 2,536 2,571 2,703 2,722 2,736 2,788 2,702 2,678
前年同期比 -12.9% -15.4% -10.1% -6.8% 7.9% 8.5% 0.0% -1.6%
売上原価 1,081 1,086 1,125 1,163 1,221 1,257 1,237 1,258
前年同期比 -13.9% -17.8% -13.5% -8.4% 12.9% 15.8% 10.0% 8.1%
原価率 42.6% 42.2% 41.6% 42.7% 44.6% 45.1% 45.8% 47.0%
売上総利益 1,455 1,485 1,578 1,558 1,515 1,531 1,465 1,420
前年同期比 -12.2% -13.5% -7.5% -5.6% 4.1% 3.1% -7.2% -8.9%
売上総利益率 57.4% 57.8% 58.4% 57.3% 55.4% 54.9% 54.2% 53.0%
販管費 1,229 1,463 1,256 1,397 1,479 2,393 1,222 1,179
前年同期比 -13.6% -2.1% -13.9% -5.0% 20.3% 63.6% -2.7% -15.6%
売上高販管費比率 48.5% 56.9% 46.5% 51.3% 54.0% 85.8% 45.2% 44.0%
営業利益 226 22 322 162 36 -862 243 242
前年同期比 -3.8% -90.0% 30.1% -11.2% -84.0% - -24.5% 49.4%
営業利益率 8.9% 0.9% 11.9% 5.9% 1.3% - 9.0% 9.0%
経常利益 238 21 341 167 105 -852 242 258
前年同期比 2.0% -91.3% 27.2% -26.9% -56.0% - -29.1% 54.4%
経常利益率 9.4% 0.8% 12.6% 6.1% 3.8% - 9.0% 9.6%
四半期純利益 170 13 236 91 41 -934 168 96
前年同期比 -8.1% -92.9% 37.4% -49.7% -75.7% - -28.7% 4.6%
四半期純利益率 6.7% 0.5% 8.7% 3.4% 1.5% - 6.2% 3.6%

セグメント別四半期業績推移（累計） 22年12月期 23年12月期 23年12月期
（百万円） 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 1Q 1-2Q 1-3Q 1-4Q 達成率 会社予想

売上高 2,536 5,107 7,810 10,531 2,736 5,524 8,226 10,904 100.1% 10,894
前期比 -12.9% -14.2% -12.8% -11.4% 7.9% 8.2% 5.3% 3.5% 3.4%

ホスティング事業 1,319 2,663 4,054 5,438 1,369 2,792 4,258 5,758 100.5% 5,729
前期比 11.3% 11.7% 13.1% 13.1% 3.8% 4.8% 5.0% 5.9% 5.3%
売上高構成比 52.0% 52.1% 51.9% 51.6% 50.0% 50.5% 51.8% 52.8% 52.6%

EC支援事業 665 1,364 2,133 2,843 701 1,522 2,284 2,997 102.2% 2,934
前期比 -41.2% -44.2% -43.2% -41.7% 5.5% 11.6% 7.1% 5.4% 3.2%
売上高構成比 26.2% 26.7% 27.3% 27.0% 25.6% 27.6% 27.8% 27.5% 26.9%

ハンドメイド事業 461 859 1,233 1,651 413 761 1,131 1,490 95.5% 1,560
前期比 -11.0% -13.7% -14.5% -15.5% -10.3% -11.4% -8.3% -9.7% -5.5%
売上高構成比 18.2% 16.8% 15.8% 15.7% 15.1% 13.8% 13.8% 13.7% 14.3%

金融支援事業 90 220 386 594 252 448 552 656 98.5% 666
前期比 103.1% 133.3% 166.2% 179.1% 178.5% 104.0% 43.0% 10.4% 12.2%
売上高構成比 3.6% 4.3% 4.9% 5.6% 9.2% 8.1% 6.7% 6.0% 6.1%

その他 1 1 2 3 1 1 1 1
前期比 -97.7% -97.7% -93.2% -91.7% -3.7% 18.6% -49.8% -48.0%
売上高構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

調整額 - - - - - - - -
営業利益 226 248 570 732 36 -826 -583 -341 - -642

前期比 -3.8% -45.9% -19.3% -17.6% -84.0% - - - -
営業利益率 8.9% 4.9% 7.3% 7.0% 1.3% - -7.1% -3.1% -5.9%

ホスティング事業 452 930 1,439 1,891 427 902 1,410 1,922 98.9% 1,943
前期比 32.5% 34.1% 32.2% 28.2% -5.6% -3.0% -2.0% 1.6% 2.7%
営業利益率 34.3% 34.9% 35.5% 34.8% 31.2% 32.3% 33.1% 33.4% 33.9%
営業利益構成比 68.4% 81.8% 74.9% 73.7% 83.2% - - - -

EC支援事業 175 176 436 661 163 391 586 756 102.3% 739
前期比 -34.5% -69.0% -50.7% -40.8% -6.8% 122.1% 34.3% 14.3% 11.8%
営業利益率 26.3% 12.9% 20.5% 23.3% 23.3% 25.7% 25.7% 25.2% 25.2%
営業利益構成比 26.5% 15.5% 22.7% 25.8% 31.8% - - - -

ハンドメイド事業 49 67 70 82 27 42 41 63 85.2% 74
前期比 -42.7% -52.1% -58.6% -63.5% -44.2% -37.6% -41.4% -23.3% -10.0%
営業利益率 10.7% 7.8% 5.7% 5.0% 6.6% 5.5% 3.6% 4.2% 4.7%
営業利益構成比 7.5% 5.9% 3.6% 3.2% 5.4% - - - -

金融支援事業 -4 -15 5 -26 -94 -1,172 -1,140 -1,065 - -1,348
前期比 - - - - - - - - - %
営業利益率 - - 1.2% - - - - - -202.4%
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

2023年12月期通期実績
売上高：10,904百万円（前期比3.5%増）

営業損失：341百万円（前期は732百万円の利益）

経常損失：247百万円（同767百万円の利益）

親会社株主に帰属する当期純損失：629百万円（同510百万円の利益）

2023年12月期通期会社予想の達成率は、売上高が100.1%、営業損失は341百万円（通期会社予想642百万円）、経常損

失が247百万円（同576百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失が629百万円（同867百万円）であった。

売上高

2023年12月期の売上高は前期比3.5%増となった。レンタルサーバーサービス「ロリポップ！」やECサイト構築サービ

ス「カラーミーショップ」などのストック型ビジネスは価格改定の効果により堅調に推移した。一方で、リオープニ

ングに伴う消費動向の変化による影響を受け、オリジナルグッズ作成・販売サービス「SUZURI」、国内最大級のハン

ドメイドマーケット「minne」の流通額が前期を下回った。

営業損失

利益面では、金融支援事業の「FREENANCE」において、第2四半期連結会計期間までに滞留債権に対する貸倒関連費

用を計上したことから損失計上となった。

営業利益の増減要因としては、売上高増加が372百万円、プロモーション費用の減少が254百万円の増益要因となった

一方、売上高に連動する費用の増加が323百万円、人件費増が110百万円、貸倒関連費用の増加が897百万円、その他が

368百万円の減益要因となった。

営業利益構成比 -0.6% -1.4% 0.2% -1.0% -18.3% - -131.4% -65.2% -
その他 -11 -21 -30 -43 -11 -20 -29 -43

前期比 - - - - - - - -
営業利益率 - - - - - - - -
営業利益構成比 - - - - - - - -

調整額 -435 -889 -1,350 -1,835 -476 -969 -1,451 -1,975
セグメント別四半期業績推移 22年12月期 23年12月期
（百万円） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
売上高 2,536 2,571 2,703 2,722 2,736 2,788 2,702 2,678

前期比 -12.9% -15.4% -10.1% -6.8% 7.9% 8.5% 0.0% -1.6%
ホスティング事業 1,319 1,344 1,391 1,384 1,369 1,422 1,466 1,501

前期比 11.3% 12.1% 16.0% 13.1% 3.8% 5.8% 5.4% 8.4%
売上高構成比 52.0% 52.3% 51.5% 50.9% 50.0% 51.0% 54.3% 56.0%

EC支援事業 665 699 769 710 701 821 761 714
前期比 -41.2% -46.7% -41.3% -36.6% 5.5% 17.4% -1.0% 0.5%
売上高構成比 26.2% 27.2% 28.5% 26.1% 25.6% 29.5% 28.2% 26.7%

ハンドメイド事業 461 398 374 418 413 348 370 359
前期比 -11.0% -16.6% -16.2% -18.3% -10.3% -12.6% -1.1% -13.9%
売上高構成比 18.2% 15.5% 13.8% 15.3% 15.1% 12.5% 13.7% 13.4%

金融支援事業 90 129 166 208 252 197 104 104
前期比 103.1% 160.3% 227.2% 206.6% 178.5% 52.0% -37.5% -50.1%
売上高構成比 3.6% 5.0% 6.2% 7.6% 9.2% 7.1% 3.9% 3.9%

その他 1 0 2 1 1 0 0 0
前期比 -97.7% -99.1% - 4445.5% -3.7% 16800.0% -84.1% -40.0%
売上高構成比 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

調整額 - - - - - - - -
営業利益 226 22 322 162 36 -862 243 242

前期比 -3.8% -90.0% 30.1% -11.2% -84.0% - -24.5% 49.4%
営業利益率 8.9% 0.9% 11.9% 5.9% 1.3% -30.9% 9.0% 9.0%

ホスティング事業 452 478 509 452 427 475 508 512
前期比 32.5% 35.7% 28.9% 17.0% -5.6% -0.6% -0.2% 13.2%
営業利益率 34.3% 35.6% 36.6% 32.7% 31.2% 33.4% 34.7% 34.1%
営業利益構成比 68.4% 100.3% 65.0% 70.0% 83.2% - 70.1% 66.8%

EC支援事業 175 1 260 225 163 228 195 170
前期比 -34.5% -99.6% -17.8% -3.6% -6.8% 18687.7% -25.2% -24.4%
営業利益率 26.3% 0.2% 33.8% 31.7% 23.3% 27.8% 25.6% 23.8%
営業利益構成比 26.5% 0.3% 33.2% 34.8% 31.8% - 26.8% 22.2%

ハンドメイド事業 49 18 3 12 27 14 -1 22
前期比 -42.7% -66.9% -90.5% -78.3% -44.2% -19.6% - 79.3%
営業利益率 10.7% 4.5% 0.7% 2.9% 6.6% 4.1% -0.2% 6.1%
営業利益構成比 7.5% 3.8% 0.3% 1.9% 5.4% - -0.1% 2.9%

金融支援事業 -4 -11 20 -31 -94 -1,079 32 76
前期比 - - - - - - 60.4% -
営業利益率 - - 12.0% - - - 30.9% 73.1%
営業利益構成比 - - 2.6% - - - 4.4% 9.9%

その他 -11 -10 -9 -13 -11 -9 -9 -13
前期比 - - - - - - - -
営業利益率 - - - - - - - -
営業利益構成比 - - - - - - - -

調整額 -435 -454 -461 -484 -476 -493 -481 -524
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経常損失

経常損失は、営業損失に加えて、営業外収益に投資事業組合運用益95百万円などを計上（前年同期19百万円）したこ

とにより同247百万円となった。

セグメント別業績

ホスティング事業

売上高：5,758百万円（前期比5.9%増）

営業利益：1,922百万円（同1.6%増）

「ロリポップ！」

2023年12月期の売上高は前期比9.1%増の2,503百万円、営業利益は同3.8%増の1,331百万円であった。定額ホームペー

ジ制作プランの割引キャンペーンをはじめ高単価プランの契約獲得に取り組んだものの、低単価プランの新規契約件

数が減少し、2023年12月期末の契約件数は前期末比2.3％減の412,781件となった。一方で、2023年2月に行った価格改

定の効果や上位プランの契約比率が高まったことから、2023年12月期通期の顧客単価は前期比11.1％増の499円となっ

た。

「ムームードメイン」

2023年12月期の売上高は前期比4.5%増の2,348百万円、営業利益は同3.2%減の302百万円であった。電気料金高騰や円

安による仕入れ価格上昇の影響を受け、2023年2月よりドメインの新規取得や更新に際しサービス維持調整費を導入し

たことから顧客単価が増加した。SR社の試算では2023年12月期通期の顧客単価は同7.7%増の173円であった。一方で、

他社のキャンペーン継続を背景とした新規契約数の減少により、登録ドメイン数は前期末比7.1％減の1,102,604件とな

った。

EC支援事業

売上高：2,997百万円（前期比5.4%増）

営業利益：756百万円（同14.3%増）

「カラーミーショップ」

2023年12月期の売上高は前期比11.6%増の2,068百万円、営業利益は同8.4%減の718百万円であった。従来よりも大規模

なECサイト運営を支援するため、2023年1月より「プレミアムプラン」の提供を開始した。また2023年9月には全国

50千店舗以上のECサイトの中から最も優れたショップを表彰する「カラーミーショップ大賞2023」を開催した。契約

件数は、初期費用無料・月額利用料無料でECサイトを開設できるフリープランの累計契約件数は増加しているもの

の、増加幅が減少したことから前期末比0.6％減の50,379件となった。また、月額有料プランの顧客単価は2022年4月

に実施した価格改定の効果や上位プランの契約比率が高まりにより、2023年12月期通期の顧客単価は前期比26.3％増

の5,238円となった。売上高は顧客単価の増加を受け前期を上回った一方で、利益面ではインフラなどのコストが増加

した。

「SUZURI」

2023年12月期の売上高は前期比4.2%減の918百万円、営業利益84百万円（前期96百万円の営業損失）であった。Tシャ

ツセールやアイテムの追加に加え、3Dモデル、音声ファイルなどのデジタルコンテンツの取り扱いを開始し、登録会

員数は前期末比20.1％増の1,630千人となった。また、サイトへの訪問者数を増やすために、集客力の高いコンテンツ

やIPを起用した施策や画像生成AIを活用した新たなグッズ作成体験を提供した。2023年12月期の流通金額は前期比

9.4％減の2,430百万円となった一方、利益面ではプロモーション費用を中心としたコスト抑制に取り組んだ。2023年

12月期末クリエイター数は同14.9%増の770千人であった。

ハンドメイド事業

売上高：1,490百万円（前期比9.7%減）

営業利益：63百万円（同23.3%減）

「minne」

2023年12月期の売上高は前期比9.7%減の1,490百万円、営業利益は同23.3%減の63百万円であった。2023年4月よりデ

ジタル作品や素材、作り方やノウハウを発信するレッスン動画など、ものづくりにまつわるデジタルコンテンツの取り
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扱いを開始した。また、2023年9月には2019年以来4年ぶりとなる大規模オフラインイベント「minneのハンドメイド

マーケット2023」を開催したほか、作家・ブランドが作品に興味のある購入者に作品を表示し、販売促進につなげる

ことができる「minne広告」をリリースした。登録作家数は前期末比5.9％増の900千人、2023年12月期末作品数は同

7.1%増の17,100千点、アプリダウンロード数は同4.4%増の14,730千ダウンロードとなった。一方で、低価格帯作品の流

通規模縮小の影響を受け、2023年12月期通期の流通金額は前期比14.5％減の12,870百万円、注文件数は同19.1%減の

3,365千件、注文単価は同5.6%増の3,825円となった。

金融支援事業

売上高：656百万円（前期比10.4%増）

営業損失：1,065百万円（前期は26百万円）

「FREENANCE」

2023年12月期の売上高は前期比10.4%増の656百万円、営業損失1,065百万円（前期は26百万円）であった。第2四半期

連結会計期間までに滞留債権に対する貸倒関連費用を計上したことから、大型債権の買取を抑制したため、2023年12

月期通期の請求書買取額は前期比2.2%減の8,490百万円となった。2023年12月期通期の利用者数は同20.3%増の13,113

人、請求書買取件数は同10.4%増の22,432件、平均請求書買取額は同11.4%減の378千円であった。利益面では、第2四

半期連結会計期間までに滞留債権に対する貸倒関連費用を計上したことで営業損失となったものの、債権回収の進行

もあり第2四半期累計期間以降、営業損失は縮小した。

その他

売上高：1百万円（前期比48.0%減）

営業損失：43百万円（前期は43百万円）

2023年12月期の売上高は前期比48.0%減の1百万円、営業損失は43百万円（前期は43百万円）であった。その他には、

習い事やチーム・教室運営における連絡や集金をクラウド上で一元管理できるサービス「GMOレンシュ」が属する。

トピックス

今期会社予想

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

会社予想 23年12月期 24年12月期
（百万円） 上期実績 下期実績 通期実績 会社予想

売上高 5,524 5,380 10,904 10,963
前年比 8.2% -0.8% 3.5% 0.5%

営業利益 -826 485 -341 700
前年比 - 0.2% -146.6% -
営業利益率 - 9.0% - 6.4%

経常利益 -747 500 -247 700
前年比 - -1.7% -132.2% -
経常利益率 - 9.3% - 6.4%

当期純利益 -892 264 -629 421
前年比 - -19.4% -223.3% -
純利益率 - 4.9% - 3.8%
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

2024年12月期通期期初会社予想（2024年2月13日発
表）

売上高：10,963百万円（前期比0.5%増）

営業利益：700百万円（前期は341百万円の損失）

経常利益：700百万円（同247百万円の損失）

親会社株主に帰属する当期純利益：421百万円（同629百万円の損失）

2024年12月期の通期会社予想は、売上高10,963百万円、営業利益700百万円、経常利益700百万円、親会社株主に帰属

する当期純利益421百万円を見込む。

セグメント別の主な施策

ホスティング事業

「ムームーサーバー」導入による新規契約の獲得

2023年11月15日より提供開始した「ムームーサーバー」は、ドメイン取得からサーバー契約までを一体的に提供す

る。これまで「ムームードメイン」とレンタルサーバー「ロリポップ！」は契約が別々であったことでサーバー契約

が他社へ流出していたが、同時契約を可能とし、支払いや管理も統一することで、同時申し込みによる新規契約の獲

得を目指す。「ムームーサーバー」の提供開始以降、新規契約件数は11月236件、12月418件、1月430件と増加傾向に

あり、2024年12月期通期で5,000件以上の新規契約獲得を見込む。

ゲームのマルチプレイや分散型SNSに対応した新サーバーを新規プロダクトとして2024年12月期第2四半期に提供開

始予定

ユーザーニーズが多様化し、サーバーの用途や遊び方も大きく拡大している中で、2024年12月期第2四半期よりゲーム

のマルチプレイや分散型SNSに対応した新サーバーの提供を開始する予定である。新サーバーの特徴は、どこよりも簡

単にすぐに始められること、ゲームのマルチプレイを快適にする機能、わかりやすいプラン構成と定額制の料金体系

となる。

EC支援事業

「カラーミーショップ」の上位プラン「プレミアムプラン」の営業強化などによる契約件数獲得

「プレミアムプラン」などの営業強化やECサイトの購入機会増加を支援する取り組み実施により契約件数の獲得を図

る。中規模店舗以上へのアプローチ拡大や流通規模の大きい上位店舗の顧客獲得に向けて、「レギュラー・ラージプラ

セグメント別会社予想 23年12月期 24年12月期
（百万円） 上期実績 下期実績 通期実績 会社予想

売上高 5,524 5,380 10,904 10,963
前年比 8.2% -0.8% 3.5% 0.5%
ホスティング事業 2,792 2,967 5,758 5,927
前年比 4.8% 6.9% 5.9% 2.9%

EC支援事業 1,522 1,475 2,997 3,005
前年比 11.6% -0.3% 5.4% 0.3%

ハンドメイド事業 761 729 1,490 1,501
前年比 -11.4% -7.8% -9.7% 0.7%

金融支援事業 448 208 656 518
前年比 104.0% -44.5% 10.4% -21.0%

営業利益 -826 485 -341 700
前年比 - 0.2% - -
営業利益率 -15.0% 9.0% -3.1% 6.4%
ホスティング事業 902 1,020 1,922 1,983
前年比 -3.0% 6.1% 1.6% 3.2%
営業利益率 32.3% 34.4% 33.4% 33.5%

EC支援事業 391 365 756 822
前年比 122.1% -24.8% 14.3% 8.7%
営業利益率 25.7% 24.7% 25.2% 27.4%

ハンドメイド事業 42 21 63 54
前年比 -37.6% 40.8% -23.3% -14.3%
営業利益率 5.5% 2.9% 4.2% 3.6%

金融支援事業 -1,172 108 -1,065 -54
前年比 - - - -
営業利益率 - 52.0% - -
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ン」では取次店との連携を拡大し中堅店舗の開拓を強化する。「プレミアムプラン」では直接営業により上位店舗の

獲得を図る。2023年12月期に実施したWordPressやAmazon Payの無料化などによるECサイト構築や運営の利便性改善

も背景に、2024年12月期は新規契約の獲得を目指す。

「SUZURI」では流通額が成長するスマートフォン向けアプリに注力し、流通額拡大を図る

「SUZURI」では2023年12月期のスマートフォン向けアプリ経由の流通額が640百万円と拡大基調にある。2024年12月

期においては、アプリ内でのユーザー体験の向上やデジタルコンテンツ・IP活用の促進により、アプリ経由の流通額を

1,000百万円へ拡大を目指す。

ハンドメイド事業

「minne」では「minne広告」などのプロモーション施策と新規プロダクト提供により収益の拡大を目指す

「minne」においては、低価格帯の流通額の減少に加え、割引キャンペーンなどの広告効率と利益率の低下、新規の作

品登録やサイト訪問者の減少が課題となっている。「minne広告」や作家活動支援、AI活用の効率性改善、サイト機能

強化などを新規プロダクトとして作家に提供することで、中価格帯以上の商品購入拡大や「minne広告」やプロモーシ

ョン施策の効率改善、作家コミュニティ構築と作家の利便性向上を図る。

全社アクション

優秀な人材確保、技術研究開発

人類のアウトプットを増やし持続的な成長をするために、創る人（エンジニアなど）の比率を拡大し、事業成長に向

けた技術研究・開発を実施する。エンジニアの採用強化や地方採用の強化により優秀な人財を確保してきたことで、

創る人の比率は2022年12月期の57%から2023年12月期には60%（エンジニア27%、デザイナー10%、ディレクター

22%）となった。中長期的に創る人の割合をさらに上昇させる。また事業成長や将来に向けた技術研究開発として、画

像AIを用いた特徴抽出によるECでの類似商品推薦やユーザーの特徴を識別することでの不正利用の検知、大規模言語

モデルなどのAIの全社的な利活用を推進する。中長期的な事業成長を目的とした技術研究開発とサービスへの展開を目

指す。

AIを利用した新規の取り組みとなるAX事業（AIで未来を創る新しいサービス）

2025年以降の成長に向けて、AIを中心としたプロダクト開発を実施する。AIの利用があたりまえとなる時代に合わ

せ、AIで未来を創る新しいサービス「AX事業」を展開し、2024年に事業化を目指す。 toB（法人向け）ではAI

Transformationを掲げて、AIを使い顧客対応を自動化する新サービスやいままで培ってきたカスタマーサポートとAI活用

のノウハウを提供するソリューションを取引先法人に提供する。toC（個人向け）ではAI eXperienceを掲げ、配信分野

におけるAIを活用した新たな表現手法を提供するサービスにより、デジタルコンテンツ分野の中で特に成長している市

場に参入する。

中期業績の見通し
同社は、中期経営計画（2023年12月期～2026年12月期）の経営目標として、2026年12月期連結営業利益1,570百万円

を掲げる。目標達成に向けて、ストック型ビジネスである「ロリポップ！」や「ムームードメイン」、「カラーミーシ

ョップ」の安定的かつ高い収益力を生かし、「SUZURI」や「minne」、「FREENANCE」、新規事業など成長性の高い

事業へ投資を行う考えである。なお2023年12月期通期会社予想の修正を受けて、中期経営計画における2026年12月期

目標の見直しを行う予定である。

ストック型ビジネスの取り組み

ストック型ビジネスでは、より安定的で高い収益獲得に向けた上位層の顧客獲得や、法人向けの施策展開による顧客

の獲得を目指す。

「ロリポップ！」、「ムームードメイン」

アフィリエイトを活用した契約獲得（2023年～）

高品質かつビジネス利用を目的としたサービス（2024年～）

手軽かつ汎用性の高いサービス提供（2024年～）
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「カラーミーショップ」

既存店舗の規模拡大に合わせたプラン提供（2023年～）

月商2百万円以上の店舗向け機能の提供（2023年～）

ECアドバイザーによる店舗サポート（2023年～）

フロー型ビジネスの取り組み

フロー型ビジネスでは、既存の物販ECカテゴリーから新領域へと展開を進めるべく、「minne」カレッジやデジタル

コンテンツなどのチャレンジに取り組む。「FREENANCE」では滞留債権の回収およびガバナンス体制を強化し、資金

回収と再発防止に注力する。

「SUZURI」、「minne」のGMV成長の拡大

アクセサリーや食品など好調カテゴリーの強化（2023年～）

「minne」カレッジ、デジタルコンテンツの展開本格化（2024年～）

越境対応の促進（2023年～）

「FREENANCE」請求書買取額の拡大

債権回収と管理体制の見直し（2023年～）

再発防止策の実行（2024年～）

ビジネス戦略の再構築（2024年～）
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事業内容
事業の概要
GMOペパボ株式会社（東証STD 3633、以下、同社）は、個人や法人向けにレンタルサーバーやネットショップの作

成、オリジナルグッズの作成・販売、ハンドメイド作品の売買サービスなどを提供する企業である。同社は、「人類

のアウトプットを増やす」をミッションに掲げ、リーズナブルな価格でサービスを提供することでインターネットを利

用するハードルを下げ、個人やクリエイターの創作活動を支援する。フリーランス向けには資金繰りをサポートするサ

ービスも提供する。2023年12月期の売上高は前期比3.5%増の10,904百万円となった一方、金融支援事業における貸倒

関連費用計上を背景に営業損失341百万円（前期732百万円の利益）を計上した。過去5期における売上高の年平均成長

率は5.1%と、レンタルサーバーやネットショップ作成サービスなどのストック型ビジネスが伸長した一方、フロー型

ビジネスはコロナ禍後の消費行動の変化の影響を受ける状況にある。

同社は、2003年1月に個人向けホスティング事業を目的とした有限会社paperboy&co.として設立され、前身企業からレ

ンタルサーバー「ロリポップ！」の事業が移管された。2004年3月に株式会社化され、グローバルメディアオンライン

株式会社（現　GMOインターネットグループ株式会社（東証PRM 9449）、2022年12月末時点出資比率57.5%）への第

三者割当増資に伴い連結子会社化された。2014年4月にGMOペパボ株式会社に商号を変更し、現在に至る。

同社は、ホスティング、EC支援、ハンドメイド、金融支援の4つの事業セグメントを有する。ホスティング事業

（2023年12月期売上高構成比52.8%、調整額控除前営業利益率33.4%）では主にレンタルサーバー「ロリポップ！」と

ドメイン取得代行サービス「ムームードメイン」を提供する。EC支援事業（同27.5%、同25.2%）は主にネットショッ

プ作成サービス「カラーミーショップ」とオリジナルグッズ作成・販売サービス「SUZURI」を提供する。

ハンドメイド事業（同13.7%、同4.2%）はハンドメイドマーケットサービス「minne」を、金融支援事業（同6.0%、営

業損失1,065百万円）はフリーランス向けファクタリングサービス「FREENANCE」を提供する。同社はこれまで、

「ロリポップ！」や「ムームードメイン」、「カラーミーショップ」が生み出すストック収益を「SUZURI」や

「minne」、「FREENANCE」などのフロー型ビジネスに投じることで、事業拡大と成長加速を目指してきた。

出所：会社資料をもとにSR社作成

セグメント 主なサービス サービス内容

ホスティング事業 ロリポップ！ レンタルサーバーおよびASPサービス
ムームードメイン ドメイン取得代行サービス

ヘテムル クリエイター向けレンタルサーバーおよびASPサービス
グーペ ホームページ作成サービス

EC支援事業 カラーミーショップ ネットショップ作成サービス

SUZURI オリジナルグッズ作成・販売サービス

ハンドメイド事業 minne ハンドメイドマーケットサービス

金融支援事業 FREENANCE フリーランス向けファクタリングサービス

セグメント別売上高／営業利益 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円） 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高 4,534 5,698 6,890 7,365 8,201 8,943 11,014 11,880 10,531 10,904
前期比 8.8% 25.7% 20.9% - 11.3% - 23.2% 7.9% -11.4% 3.5%

ホスティング事業 3,091 3,489 3,816 4,122 4,418 4,487 4,568 4,807 5,153 5,758
前期比 6.2% 12.9% 9.4% 8.0% 7.2% 1.6% 1.8% 5.2% 7.2% 11.7%
売上高構成比 68.2% 61.2% 55.4% 56.0% 53.9% 50.2% 41.5% 40.5% 48.9% 52.8%

EC支援事業 1,169 1,804 1,428 1,624 2,069 2,520 4,070 4,874 3,131 2,997
前期比 19.6% 54.4% -20.9% 13.8% 27.4% 21.8% 61.5% 19.8% -35.8% -4.3%
売上高構成比 25.8% 31.7% 20.7% 22.1% 25.2% 28.2% 37.0% 41.0% 29.7% 27.5%

ハンドメイド事業 1,178 1,393 1,545 1,602 1,991 1,953 1,651 1,490
前期比 - 18.2% 10.9% 3.7% 24.2% -1.9% -15.5% -9.7%
売上高構成比 17.1% 18.9% 18.8% 17.9% 18.1% 16.4% 15.7% 13.7%

金融支援事業 46 128 213 594 656
前期比 - 177.4% 66.5% 179.1% 10.4%
売上高構成比 0.5% 1.2% 1.8% 5.6% 6.0%

コミュニティ事業 274 277 222
前期比 -1.0% 1.1% -20.1%
売上高構成比 6.0% 4.9% 3.2%

その他 128 246 226 168 287 258 33 3 1
前期比 - 93.1% -8.2% -25.5% 70.3% -10.1% -87.2% -91.7% -48.0%
売上高構成比 2.2% 3.6% 3.1% 2.1% 3.2% 2.3% 0.3% 0.0% 0.0%

調整額 - - - - - - - - - -
営業利益 724 -621 108 144 468 784 927 889 732 -341

前期比 -0.2% - - - 225.6% - 18.3% -4.2% -17.6% -
営業利益率 16.0% - 1.6% 2.0% 5.7% 8.8% 8.4% 7.5% 7.0% -3.1%

ホスティング事業 937 1,045 1,242 1,313 1,415 1,367 1,362 1,475 1,730 1,922
前期比 0.2% 11.5% 18.8% 5.7% 7.8% -3.5% -0.3% 8.3% 17.3% 11.1%
営業利益率 30.3% 30.0% 32.5% 31.8% 32.0% 30.5% 29.8% 30.7% 33.6% 33.4%
営業利益構成比 69.1% - 122.7% 114.0% 88.7% 62.0% 53.4% 55.3% 67.4% -

EC支援事業 341 -958 636 776 832 877 1,212 1,118 824 756
前期比 -13.8% - - 22.1% 7.2% 5.4% 38.2% -7.8% -26.3% -8.2%
営業利益率 29.2% - 44.5% 47.8% 40.2% 34.8% 29.8% 22.9% 26.3% 25.2%
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

ホスティング事業（2023年12月期売上高構成比
52.8%、調整額控除前営業利益率33.4%）
ホスティング事業は、同社の2023年12月期売上高の52.8%を占め、調整額控除前営業利益率は33.4%の水準にある中核

事業である。同事業は、レンタルサーバーサービスの「ロリポップ！」とドメイン取得代行サービス「ムームードメ

イン」が主力サービスである。加えてクリエイター向けレンタルサーバーサービスの「ヘテムル」、2023年12月期よ

りEC支援事業から移管されたホームページ作成サービスの「グーペ」が含まれる。

「ロリポップ！」（2023年12月期売上高構成比23.0%、調整額

控除前営業利益率53.2%）

出所：同社ホームページ

サービス概要

同社の主力サービスである「ロリポップ！」は、主に個人向けのレンタルサーバーサービスである。同社の前身であ

る会社が2001年11月に提供を開始し、その後同社設立と同時に移管された。2023年12月期末の契約件数は412,781件で

ある。同社によると、レンタルサーバー市場では大きな差別化要素がなくなっているものの、リーズナブルな料金設

定と創業来の長い歴史の中で培われた認知度を背景に、「ロリポップ！」は個人向けサービスとして国内最大級の契

約件数を持つに至っている。「ロリポップ！」は初期費用不要で、料金はサーバー容量などに応じて月額99円（エコ

ノミープラン、36カ月契約）から利用でき、個人がブログなどの情報発信に利用するほか、アフィリエイトや個人事業

のホームページなどビジネスユースが増加傾向にある。

「ロリポップ！」の料金プラン

「ロリポップ！」では、容量（ファイル容量、メール容量、データベース容量の合計値）などに応じて、エコノミー、

ライト、ベーシック、エンタープライズの4プランから選択できる（2023年7月現在）。月額料金は契約期間によって

異なり、最安となる36カ月契約ではエコノミーは月額99円、ライトは同220円、ベーシックは同550円、エンタープラ

イズは同2,200円となる。同社によると、2022年12月期末における契約件数422,596件のプラン別構成比は、ライトが

50%程度、2023年4月末で新規受け付けを停止したスタンダードが30%弱、ベーシックが10%程度、残りがその他であ

った。現在はベーシックへの加入を推進していることで、今後はベーシックの構成比が高まる見込みである。なお、

契約期間は12カ月が多いとのことである。

営業利益構成比 25.2% - 62.8% 67.4% 52.1% 39.8% 47.6% 41.9% 32.1% -
ハンドメイド事業 -946 -1,037 -682 95 227 225 82 63
前期比 - - - - 139.5% -0.6% -63.5% -23.3%
営業利益率 - - - 5.9% 11.4% 11.5% 5.0% 4.2%
営業利益構成比 -93.5% -90.1% -42.8% 4.3% 8.9% 8.5% 3.2% -

金融支援事業 -179 -299 -140 -26 -1,065
前期比 - - - - -
営業利益率 - - - - -
営業利益構成比 - - - - -

コミュニティ事業 78 89 97
前期比 63.8% 13.8% 8.5%
営業利益率 28.6% 32.2% 43.7%
営業利益構成比 5.8% - 9.6%

その他 -23 -16 100 31 43 47 -13 -43 -43
前期比 - - - -68.5% 38.7% 8.3% - - -
営業利益率 - - 44.0% 18.6% 15.1% 18.2% - - -
営業利益構成比 - - 8.7% 2.0% 2.0% 1.8% - - -

調整額 -633 -775 -904 -1,007 -1,128 -1,419 -1,621 -1,777 -1,835 -1,975
収益認識基準等の適用影響

売上高 -1,653
営業利益 101
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出所：同社ホームページをもとにSR社作成

ビジネスモデル

「ロリポップ！」のビジネスモデルは、GMOインターネットグループのデータセンターに設置したサーバーをユーザ

ーに提供することで、同社はユーザーから月額料金を得る一方、GMOインターネットグループに対しデータセンター

利用料を支払う仕組みである。顧客獲得はインターネット広告やアフィリエイト広告に加え、比較サイトなどを活用

する。

契約件数

2013年12月期以降の契約件数（2018年12月期まではロリポップ！以外も含むレンタルサーバー全体の契約件数）の推

移をみると、2021年12月期にかけて基本的に増加傾向にあったが、2022年12月期以降は値上げの影響などもあり、微

減傾向にある。同社によると、「ロリポップ！」月間解約率は1%台の低水準にある。基本的には長期間継続する契約

者が大半であり、解約率は一部の価格センシティブな契約者が値上げのタイミングなどで解約することで、一時的に

上昇する程度の推移にある。

出所：会社資料をもとにSR社作成

※2018年12月期までは「ロリポップ！」以外も含むレンタルサーバー全体の契約件数

出所：会社資料をもとにSR社作成

顧客単価

同社が開示している2020年12月期以降の四半期ベースの顧客単価は上昇傾向にある。特に2021年12月期第4四半期の

顧客単価は前年同期比11.6%増の414円に上昇し、2023年12月期第4四半期の顧客単価も同13.2%増と高い伸びが続いて

いる。その背景は、上位プランの強化に加え、値上げの実施である。同社は提供品質の改善を目的に、2021年11月よ

り「エコノミープラン」、「スタンダードプラン」（2023年4月末で新規受け付け停止）、「ハイスピードプラン」

（2023年5月より「ベーシックプラン」に名称変更）の値上げを実施した。また2023年2月には電気料金高騰や為替変

動、半導体不足などによるコスト増を背景に、全てのプランで値上げを実施した。

出所：会社資料をもとにSR社作成

収益構造

基本的に契約件数と月額料金の掛け算で売上高が積み上がるストック型ビジネスである。2023年12月期末契約件数は

412,781件（前期比2.3%減）、顧客単価は522円（同13.2%増）であった。費用項目としては、主にGMOインターネッ

トグループへ支払うデータセンター利用料に加え、サービス開発関連の労務費および外注費、サーバーの減価償却費

およびリース料のほか、顧客獲得に向けたインターネット広告費やアフィリエイト広告への成果報酬などが挙げられ

る。一定のサーバー能力単位で増減する準固定費的な性質であるデータセンター利用料以外は、固定費的な費用項目

が中心である。

エコノミー ライト ベーシック エンタープライズ スタンダード

（新規受け付け終了）

月額（円） 1カ月 198 550 1,430 2,640 1,100
3カ月 198 495 1,320 2,640 1,045
6カ月 198 462 1,210 2,420 935
12カ月 198 418 990 2,365 770
24カ月 198 352 935 2,255 605
36カ月 99 220 550 2,200 440

初期費用（円） 0 0 0 0 1,650
容量 100GB 200GB 400GB 1.2TB 300GB
独自ドメイン 50 100 無制限 無制限 200
WordPress × 〇 〇 〇 〇

転送量 無制限 無制限 無制限 無制限 無制限

電話サポート × × 〇 〇 〇

ロリポップ！ 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（件）

契約件数 396,000 410,000 423,000 434,278 438,171 405,218 417,117 425,982 422,596 412,781
前期比 6.7% 3.5% 3.2% 2.7% 0.9% - % 2.9% 2.1% -0.8% -2.3%

ロリポップ！期末契約件数 22年12月期 23年12月期
（四半期、件） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
契約件数 426,074 426,651 424,528 422,596 419,605 417,710 415,394 412,781

前年同期比 0.8% 0.6% -0.2% -0.8% -1.5% -2.1% -2.2% -2.3%

ロリポップ！顧客単価（四半期） 22年12月期 23年12月期
（円/月） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
顧客単価 431 449 457 461 471 495 511 522

前年同期比 11.9% 15.1% 13.4% 11.4% 9.3% 10.2% 11.8% 13.2%



ＧＭＯペパボ 3633

17Research Coverage Report by Shared Research Inc. | https://sharedresearch.jp | 登録無料

「ムームードメイン」（2023年12月期売上高構成比21.5%、調

整額控除前営業利益率12.9%）

出所：同社ホームページ

サービス概要

「ムームードメイン」は、2004年1月に提供開始した、インターネット上の住所にあたる.comや.jpなどのドメイン取

得代行サービスである。1つのドメインに対し、そのドメインの登録受付業務を行う組織（レジストリ）は1つしか存在

しないため、同じドメインを取得する際に生じる費用は、取得代行サービスを提供する企業（レジストラ）間で大き

な格差が生じることはない。

「ムームードメイン」の料金体系

「ムームードメイン」のドメイン料は、取得時、更新時、移管時に年間の利用料が課金される。ドメインにより契約

可能年数は異なるが、同社によると1年契約が大半とのことである。なお、移管料金には契約期間の1年延長が含まれ

る。

出所：同社ホームページをもとにSR社作成

ビジネスモデル

「ムームードメイン」は、ドメインを仕入れて、顧客に提供し、ドメイン料を受け取るというシンプルなビジネスであ

る。同社ではGMOインターネットグループを通してドメインの仕入れを行う。レジストラ間で差別化要素が生じにく

く、価格競争が激しいものの、同社では「ロリポップ！」や「カラーミーショップ」など他のサービスへの導線とし

て価値があるサービスと考えている。

契約件数

2013年12月期以降の契約ドメイン数の推移をみると、2018年12月期までは増加傾向にあった。2019年12月期から2021

年12月期は減少が続いたものの、2022年12月期には新規取得割引や各種キャンペーンを背景に増加した。しかし2023

年12月期は他社のキャンペーン影響などにより再度減少に転じた。ドメイン取得代行サービスは、基本的に価格以外

の差別化要素はなく、契約ドメイン数自体はキャンペーン実施の有無による新規契約の増減、既存顧客流出の増減と

いう影響を受けやすい。

同社は「ムームードメイン」を「ロリポップ！」や「カラーミーショップ」など他の主力サービスへの導線と位置付

けている。よって同社にとっては「ロリポップ！」や「カラーミーショップ」などの他のサービスを重複利用するユ

ーザーの動きが重要とSR社は考える。「ロリポップ！」の上位プランユーザーにドメインを無料で提供するなど、他

のサービスとの重複利用を促進させる取り組みも行うことで、競合他社がドメイン料を格安に設定したとしてもドメ

インを移管するインセンティブは働きにくくなる。結果として流出するのはドメインを単独利用する契約が中心とな

る。

出所：会社資料をもとにSR社作成

出所：会社資料をもとにSR社作成

主なドメイン料（2024年3月6日時点） .com .net .jp .co.jp
(円/年）
ムームードメイン 取得 1,620 1,628 2,035 1,980

更新 1,728 1,628 3,344 4,378
移管 1,728 1,628 3,344 0

ムームードメイン 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（件）

契約ドメイン数 885,000 950,000 1,058,000 1,194,557 1,241,668 1,216,447 1,201,695 1,171,750 1,186,748 1,102,604
前期比 8.2% 7.3% 11.4% 12.9% 3.9% -2.0% -1.2% -2.5% 1.3% -7.1%

ムームードメイン 22年12月期 23年12月期
（四半期、件） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
契約ドメイン数 1,166,641 1,162,930 1,155,961 1,186,748 1,139,334 1,125,732 1,114,075 1,102,604

純増数 -5,109 -3,711 -6,969 30,787 -47,414 -13,602 -11,657 -11,471
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ドメイン料単価

SR社の試算に基づくと、2020年12月期以降のドメイン料単価はおおよそ月140～180円のレンジで推移しているが、基

本的に契約されたドメインのミックスにより単価は変動することとなる。2021年12月期第1四半期以降、前年同期比で

は上昇傾向にあるが、為替影響が主な背景である。2022年12月期第3四半期は前年同期比が12.8%増と高い伸びにある

が、中古ドメインのオークションで高値で取り引きされたドメインがあったためである。2023年12月期もドメイン料

単価は上昇傾向にあるが、2023年2月に導入されたサービス維持調整費の影響が大きい。

出所：会社資料をもとにSR社推定

収益構造

契約件数とドメイン料の掛け算で売上高が積み上がるストック型ビジネスである。同社によると1年契約が大半であ

り、収益認識に関する会計基準を適用した2022年12月期以降は、期間案分上計上される。2023年12月期末契約件数は

1,102,604件（前期比7.1%減）、SR社の試算に基づく2023年12月期通期の月間平均ドメイン料は173円（同7.7%増）で

あった。費用構造としては、同社によると売上の約80%はドメインの仕入原価であり、加えて顧客獲得に向けたインタ

ーネット広告費やアフィリエイト広告への成果報酬、人件費などが挙げられる。

業績推移

ホスティング事業の業績は、2013年12月期から2018年12月期にかけて「ロリポップ！」を中心としたレンタルサーバ

ー契約件数増と、「ムームードメイン」の契約ドメイン数の増加を背景に増収増益傾向にあった。2019年12月期は、

一部サービスの終了による影響や前期に割引キャンペーンで取得されたドメインの更新率が低下したことなどによ

り、前期比1.6%増収、3.5%営業減益となった。2020年12月期は、「ロリポップ！」の契約件数は増加したものの、過

去に割引キャンペーンで取得されたドメインの更新率低下を主因に契約ドメインが減少したことで、1.8%増収、0.3%

営業減益となった。2021年12月期以降は、値上げによる「ロリポップ！」の収益改善を主因に増収増益傾向が強まっ

ている。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

※ロリポップ！契約件数は、2018年12月期まではヘテムルなども含むレンタルサーバー全体の契約件数

EC支援事業（2023年12月期売上高構成比27.5%、調
整額控除前営業利益率25.2%）
EC支援事業は、同社の2022年12月期売上高の27.5%を占め、調整額控除前営業利益率は25.2%の水準にある。ネットシ

ョップ作成サービスの「カラーミーショップ」とオリジナルグッズ作成・販売サービス「SUZURI」、ホームページ作

成サービスの「グーペ」が含まれる。なお「グーペ」は、2023年12月期よりホスティング事業に移管されている。

ムームードメイン単価（四半期） 22年12月期 23年12月期
（円/月） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
顧客単価 155 157 167 163 159 170 178 186

前年同期比 3.4% 2.0% 12.8% 7.7% 2.1% 8.5% 6.6% 13.9%

ホスティング事業 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円）

売上高 3,091 3,489 3,816 4,122 4,418 4,487 4,568 4,807 5,153 5,758
前期比 6.2% 12.9% 9.4% 8.0% 7.2% 1.6% 1.8% 5.2% 7.2% 11.7%

ロリポップ！ 1,845 2,032 2,295 2,503
ムームードメイン 2,068 2,148 2,248 2,348
その他 655 627 610 907

営業利益 937 1,045 1,242 1,313 1,415 1,367 1,362 1,475 1,730 1,922
前期比 0.2% 11.5% 18.8% 5.7% 7.8% -3.5% -0.3% 8.3% 17.3% 11.1%
営業利益率 30.3% 30.0% 32.5% 31.8% 32.0% 30.5% 29.8% 30.7% 33.6% 33.4%

ロリポップ！ 892 1,008 1,282 1,331
ムームードメイン 282 311 312 302
その他 188 156 136 289

セグメント資産 484 699 674 658 642 650 694 892 2,334 2,606
減価償却費 86 111 142 132 122 118 132 159 200 272
のれんの償却費 - - - - - - - - - -
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 181 285 116 163 98 110 196 304 487 460
収益認識基準等の適用影響

売上高 18
営業利益 103

ロリポップ契約件数（件） 396,000 410,000 423,000 434,278 438,171 405,218 417,117 425,982 422,596 412,781
純増数 25,000 14,000 13,000 11,278 3,893 - 11,899 8,865 -3,386 -9,815

ムームードメイン契約ドメイン数（件） 885,000 950,000 1,058,000 1,194,557 1,241,668 1,216,447 1,201,695 1,171,750 1,186,748 1,102,604
純増数 67,000 65,000 108,000 136,557 47,111 -25,221 -14,752 -29,945 14,998 -84,144
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「カラーミーショップ」（2023年12月期売上高構成比19.0%、

調整額控除前営業利益率34.7%）

出所：同社ホームページ

サービス概要

「カラーミーショップ」は、2005年2月にネットショップ構築ASPサービス「Color Me Shop！ pro」として提供開始し

たネットショップ作成サービスである。ネットショップのデザインから決済手段、サーバー対応などネットショップ

運営に必要な機能を提供する。競合となるサービスも多く存在するが、デザインのカスタマイズ性の高さや海外販売

や卸販売、クール便への対応などさまざまな販売方法への対応、多様な決済手段への対応など、自由度の高さが「カラ

ーミーショップ」の差別化要素となっている。

「カラーミーショップ」の料金体系

「カラーミーショップ」の現在の料金プランは、初期費用・月額費用とも無料で利用できるフリーに加え、月額4,950

円のレギュラー、同9,595円のラージ、同39,600円のプレミアムの4プランである。フリーはネットショップ初心者向

け、レギュラーは月商15万円超向け、ラージは卸販売なども行いたいユーザー向け、プレミアムはさらなる売上拡大や

ECアドバイザーを活用したいユーザー向けという位置付けである。

同社によると、2022年12月期末における契約件数50,663件のうち、1/3がフリー、2/3が有料プランで、有料プランの

うち半分弱がレギュラー、半分強が旧プラン（エコノミー、スモール）、ラージはごく少数であった。旧プランであ

るスモール（同3,190円）は2020年2月に、エコノミー（月額2,750円）は2021年8月末に新規契約の受け付けを停止し

ている。なおプレミアムは2023年1月より開始している。

出所：同社ホームページをもとにSR社作成（2023年7月時点）

ビジネスモデル

「カラーミーショップ」は、ネットショップ作成サービスをショップオーナーであるユーザーに提供し、同社はシス

テム利用料をユーザーから受け取る。「カラーミーショップ」により作成したネットショップにより、ユーザー自ら

が商品の販売・発送を行い、購入者から商品代金を受け取る。「カラーミーショップ」のシステムは主にGMOインタ

ーネットグループのデータセンターを利用する。インターネット広告による顧客獲得が中心であるが、プレミアムに

ついては電話営業を含む直接営業も活用する。

サービス開始当初は個人をターゲットとしていたものの、その後の店舗の成長により法人化する顧客が増加している

ことで、法人顧客が中心になりつつある。同社によると、1年契約が中心で、月商1～100百万円規模のユーザーが最も

多い利用者層である。

契約件数

2013年12月期以降の契約件数の推移をみると、2017年12月期までは増加基調にあったが、2018年12月期は情報流出が

生じたことによりキャンペーンなどの実施を控えた影響で前期比4.0%減となり、2020年12月期にかけて減少傾向とな

カラーミーショップ

フリー レギュラー ラージ プレミアム

初期費用（円/月） 0 3,300 3,300 22,000
月額費用（円/月） 0 4,950 9,595 39,600
販売手数料 - - - -
決済手数料 クレジット 6.6%+30円 4.0%～ 4.0%～ 3.14%～

後払い 6.6%+30円 4.0%～ 4.0%～ 4.0%～
ディスク容量 200MB 5GB 100GB 100GB
Amazon連携 - 月1,100円+従量 従量 従量

卸販売 - 月3,190円+従量 従量 従量

受注作成 - 月550円+従量 従量 従量

ECアドバイザー - - - 〇
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った。その後、2021年12月期にフリープランを導入したことなどで増加基調にあったが、2023年12月期は新規獲得の

伸び悩みを背景に微減となった。同社によると、「カラーミーショップ」の月間解約率は1%台の低水準にある。基本

的に長期間継続する契約者が大半であり、解約は売上の確保ができないショップオーナーが中心である。

出所：会社資料をもとにSR社作成

出所：会社資料をもとにSR社作成

顧客単価

2020年12月期以降の四半期ベースの顧客単価の推移をみると、上昇基調が続いている。上位プランへのアップセル施

策に加え、2021年12月期にかけては巣ごもり需要を背景とした流通金額の拡大により、決済手数料収入が増加した。

2022年12月期第2四半期以降も増加基調が強まっているが、2022年4月に実施した値上げ効果に加え、上位プランの構

成比上昇が主な背景である。

出所：会社資料をもとにSR社作成

収益構造

基本的に契約件数と月額費用の掛け算で売上高が積み上がるストック型ビジネスであるが、初期費用に加えて、決済方

法に応じた決済手数料も計上される。2023年12月期末契約件数（フリープランを含む）は50,379件（前期比0.6%

減）、2023年12月期通期の月額顧客単価は5,238円（同26.3%増）であった。費用構造としては、「カラーミーショッ

プ」のシステムで利用するGMOインターネットグループのデータセンターなどに対する利用料のほか、エンジニアな

どの労務費や外注費、機能開発に伴うソフトウェアの減価償却費、顧客獲得に向けたインターネット広告費などとな

る。

「SUZURI」（2023年12月期売上高構成比8.4%、調整額控除前

営業利益率9.1%）

出所：同社ホームページ

サービス概要・ビジネスモデル

「SUZURI」は2014年4月に提供が開始されたオリジナルグッズの作成・販売サービスである。無料登録したクリエイタ

ーが「SUZURI」のサイト上に作成・販売するアイテムのデザインや画像など作成データを登録するだけで、Tシャツや

マグカップなどのアイテムを簡単に作成し販売できる。利用者にアイテムを購入されると、同社が工場に発注して製

造する。製造後に工場から購入者にアイテムを発送し、その後、同社に支払われた購入代金の一部がクリエイターに

支払われる。クリエイターは、作成データ登録時に、同社が設定するコストテーブルに基づき、自らの利益を上乗せす

る形で売価を設定する。

カラーミーショップ 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（件）

契約件数 41,300 42,400 44,200 45,056 43,238 41,181 41,059 46,369 50,663 50,379
前期比 3.3% 2.7% 4.2% 1.9% -4.0% -4.8% -0.3% 12.9% 9.3% -0.6%

カラーミーショップ 22年12月期 23年12月期
（四半期、件） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
契約件数 48,123 49,277 50,282 50,663 50,537 50,337 50,264 50,379

純増数 1,754 1,154 1,005 381 -126 -200 -73 115

カラーミーショップ顧客単価（四半期） 22年12月期 23年12月期
（円/月） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
顧客単価 3,705 3,850 4,250 4,778 5,014 5,213 5,233 5,492

前期比 7.8% 12.8% 21.9% 31.8% 35.3% 35.4% 23.1% 14.9%
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出所：会社資料をもとにSR社作成

出所：会社資料をもとにSR社作成

収益構造

2022年12月期に収益認識に関する会計基準が適用されたことで、同社の売上高はアイテムの製造コストやクリエイタ

ーの収益部分を除いた同社の純粋な利益相当額が計上される。主な費用項目は、インフラコスト（労務費、人件費、

サーバー費）に加え、広告宣伝費である。2023年12月期末のクリエイター数は770千人（前期比14.9%増）、会員数は

1,630千人（同20.7%増）、2023年12月期通期の流通額は2,430百万円（同8.6%減）であった。

業績推移

EC支援事業の2013年12月期以降の業績推移をみると、2013年12月期、2014年12月期と営業減益が続き、2015年12月期

には営業損失となったが、その背景は「minne」（現ハンドメイド事業）関連費用の増加である。2015年12月期には戦

略的に1,525百万円を広告宣伝費に投じたことで、営業損失となった。2016年12月期より「minne」はハンドメイド事

業として単独開示されたことで、一転して営業利益は黒字化した。その後、コロナ禍による巣ごもり需要もあり、

2021年12月期にかけて増収基調が継続した一方で、人員増によるEC支援体制の強化やプロモーション費用の増加を背

景に2021年12月期は営業減益となった。

2022年12月期は収益認識基準等の適用などにより売上高は前期比35.8%減となったが、前期に同基準を適用した場合は

同2.2%減であった。営業利益は「SUZURI」のテレビCMを実施するなどプロモーション費用の増加を背景に同26.3%減

となった。2023年12月期は2023年1月にホスティング事業に移管された「グーペ」の影響を除くと、売上高は同5.4%

増、営業利益は同14.3%増であった。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

SUZURI 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期

クリエイター数（千人） 220 390 560 670 770
前期比 - % 77.3% 43.6% 19.6% 14.9%

会員数（千人） 140 185 230 390 700 1,060 1,350 1,630
前期比 - % 32.5% 24.1% 69.6% 79.5% 51.4% 27.4% 20.7%

流通額（百万円） 940 2,430 3,180 2,660 2,430
前期比 - % 158.5% 30.9% -16.4% -8.6%

SUZURI（四半期） 22年12月期 23年12月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

クリエイター数（千人） 590 620 650 670 690 720 750 770
前期比 30 30 30 20 20 30 30 20

会員数（千人） 1,130 1,220 1,300 1,350 1,410 1,490 1,560 1,630
前期比 70 90 80 50 60 80 70 70

流通額（百万円） 600 680 790 590 520 750 650 510
前期比 -9.1% -26.1% -14.1% -13.2% -13.3% 10.3% -17.7% -13.6%

EC支援事業 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円）

売上高 1,169 1,804 1,428 1,624 2,069 2,520 4,070 4,874 3,131 2,997
前期比 19.6% 54.4% -20.9% 13.8% 27.4% 21.8% 61.5% 19.8% -35.8% -4.3%

カラーミーショップ 1,614 1,793 1,853 2,068
SUZURI 2,076 2,746 958 918
その他 380 335 319 12

営業利益 341 -958 636 776 832 877 1,212 1,118 824 756
前期比 -13.8% - - 22.1% 7.2% 5.4% 38.2% -7.8% -26.3% -8.2%
営業利益率 29.2% -53.1% 44.5% 47.8% 40.2% 34.8% 29.8% 22.9% 26.3% 25.2%

カラーミーショップ 829 792 784 718
SUZURI 271 199 -96 84
その他 112 127 136 -46

セグメント資産 379 954 299 356 492 681 1,107 1,201 1,291 1,100
減価償却費 37 46 37 46 61 70 86 106 119 154
のれんの償却費 - - - - 9 12 - - - -
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 148 129 65 152 217 201 169 159 232 178
収益認識基準等の適用影響

売上高 -1,424
営業利益 -2
カラーミーショップ契約件数（件） 41,300 42,400 44,200 45,056 43,238 41,181 41,059 46,369 50,663 50,379
純増数 1,300 1,100 1,800 856 -1,818 -2,057 -122 5,310 4,294 -284

SUZURIクリエイター数（千人） 220 390 560 670 770
純増数 - 170 170 110 100

SUZURI会員数（千人） 140 185 230 390 700 1,060 1,350 1,630
純増数 - 45 45 160 310 360 290 280

SUZURI流通額（百万円） 940 2,430 3,180 2,660 2,430
前期比 - % 158.5% 30.9% -16.4% -8.6%
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ハンドメイド事業（2023年12月期売上高構成比
13.7%、調整額控除前営業利益率4.2%）
ハンドメイド事業は、同社の2022年12月期売上高の15.7%を占め、調整額控除前営業利益率は4.2%の水準にある。ハン

ドメイド作品のマーケットサービスである「minne」が含まれる。

「minne」（2023年12月期売上高構成比13.7%、調整額控除前営

業利益率4.2%）

出所：同社ホームページ

サービス概要・ビジネスモデル

「minne」は2012年1月に提供を開始したハンドメイド作品のマーケットサービスで、同社によると国内最大級の規模

にある。同社の売上高は、商品販売価格に送料を加えた金額の9.6%（税抜き）の手数料収入となる。

出所：会社資料をもとにSR社作成

出所：会社資料をもとにSR社作成

収益構造

「minne」の売上高は、商品販売価格に送料を加えた金額の9.6%（税抜き）の手数料収入となる。主な費用項目は、イ

ンフラコスト（労務費、人件費、サーバー費）に加え、広告宣伝費である。2023年12月期末の作品数は17,100千点

（前期比7.1%増）、作家数は900千人（同5.9%増）、アプリダウンロード数は14,730千ダウンロードであった。また

2023年12月期通期の流通額は12,870百万円（同14.5%減）、注文件数は3,965千件（同4.7%減）、注文単価は3,246円

（同10.3%減）であった。

minne 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期

作品数（千点） 2,090 4,630 6,890 9,130 10,770 12,780 14,530 15,960 17,100
前期比 - % 121.5% 48.8% 32.5% 18.0% 18.7% 13.7% 9.8% 7.1%

作家数（千人） 174 307 390 490 600 730 800 850 900
前期比 - % 76.4% 27.0% 25.6% 22.4% 21.7% 9.6% 6.3% 5.9%

アプリダウンロード数（千DL） 4,410 6,790 8,630 10,270 11,210 12,310 13,280 14,110 14,730
前期比 - % 54.0% 27.1% 19.0% 9.2% 9.8% 7.9% 6.3% 4.4%

流通額（百万円） 1,060 4,460 8,398 10,290 12,070 11,960 14,900 15,140 15,060 12,870
前期比 488.9% 320.8% 88.3% 22.5% 17.3% -0.9% 24.6% 1.6% -0.5% -14.5%

注文件数（千件） 3,991 5,140 4,592 4,160 3,965
前期比 - % 28.8% -10.7% -9.4% -4.7%

注文単価（円） 2,997 2,899 3,297 3,620 3,246
前期比 - % -3.3% 13.7% 9.8% -10.3%

minne（四半期） 22年12月期 23年12月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

作品数（千点） 14,840 15,310 15,680 15,960 16,250 16,560 16,870 17,100
前期比 310 470 370 280 290 310 310 230

作家数（千人） 820 830 840 850 870 880 890 900
前期比 20 10 10 10 20 10 10 10

アプリダウンロード数（千DL） 13,510 13,710 13,920 14,110 14,280 14,420 14,540 14,730
前期比 230 200 210 190 170 140 120 190

流通額（百万円） 4,190 3,630 3,410 3,830 3,780 3,210 2,770 3,110
前期比 5.3% -1.9% -2.8% -3.0% -9.8% -11.6% -18.8% -18.8%

注文件数（千件） 1,217 1,011 937 995 1,022 836 733 774
前期比 -5.1% -11.3% -11.0% -10.8% -16.0% -17.3% -21.8% -22.2%

注文単価（円） 3,600 3,622 3,743 3,919 3,823 3,888 3,901 4,071
前期比 10.7% 10.0% 9.4% 7.7% 6.2% 7.3% 4.2% 3.9%
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業績推移

ハンドメイド事業の2016年12月期以降の業績推移をみると、「minne」の作家数、作品数、アプリダウンロード数の増

加を背景とした流通額の拡大に加え、2020年12月期にはコロナ禍による巣ごもり需要により増収基調が強まった。営

業利益も増収効果とプロモーション費用の抑制を背景に2020年12月期まで改善傾向にあった。2021年12月期は巣ごも

り需要一巡による流通額の伸び悩みに加え、コンビニ決済やキャリア決済比率の低下により決済手数料収入が減少し

たことで、売上、営業利益ともに微減となった。2022年12月期の売上高は収益認識基準等の適用もあり前期比15.5%減

となったが、前期に同基準を適用した場合、同1.2%減であった。営業利益はリオープニングに伴う流通額の減少に加

え、エネルギー価格高騰などを背景としたインフラ費用の増加などにより減益となった。2023年12月期も流通額の減

少を背景に減収減益となった。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

金融支援事業（2023年12月期売上高構成比6.0%、営
業損失1,065百万円）
金融支援事業は、同社の2023年12月期売上高の5.6%を占め、営業損失1,065百万円であった。2023年12月期第2四半期

までに滞留債権に対する貸倒関連費用を計上したことで営業損失が拡大した。フリーランス向けファクタリングサー

ビス「FREENANCE」を提供する。2019年2月に連結子会社化したGMOクリエイターズネットワーク株式会社（出資比

率76.6%）が事業主体である。

「FREENANCE」（2023年12月期売上高構成比6.0%、営業損失

1,065百万円）

出所：同社ホームページ

サービス概要・ビジネスモデル

「FREENANCE」は、フリーランスや個人事業主向けに即日払いのオンラインファクタリングサービスや無料の損害賠

償保険を提供する。利用者が取引先に送付する請求書を同社が買い取り、即日、現金を支払う。同社は期日における取

引先の支払をもって回収する。請求書買取可能額は10千円から、請求書額面の3～10%の手数料が同社の売上高とな

る。

ハンドメイド事業 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円）

売上高 1,178 1,393 1,545 1,602 1,991 1,953 1,651 1,490
前期比 - 18.2% 10.9% 3.7% 24.2% -1.9% -15.5% -9.7%

営業利益 -946 -1,037 -682 95 227 225 82 63
前期比 - - - - 139.5% -0.6% -63.5% -23.3%
営業利益率 -80.3% -74.5% -44.2% 5.9% 11.4% 11.5% 5.0% 4.2%

セグメント資産 928 1,222 1,285 1,288 1,532 1,569 1,492 1,205
減価償却費 1 1 - - - - - -
のれんの償却費 - - - - - - - -
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 5 1 - - - - - -
収益認識基準等の適用影響

売上高 -245
営業利益 -

minne作品数（千点） 2,090 4,630 6,890 9,130 10,770 12,780 14,530 15,960 17,100
前期比 - % 121.5% 48.8% 32.5% 18.0% 18.7% 13.7% 9.8% 7.1%

minne作家数（千人） 174 307 390 490 600 730 800 850 900
前期比 - % 76.4% 27.0% 25.6% 22.4% 21.7% 9.6% 6.3% 5.9%

minneアプリダウンロード数（千DL） 4,410 6,790 8,630 10,270 11,210 12,310 13,280 14,110 14,730
前期比 - % 54.0% 27.1% 19.0% 9.2% 9.8% 7.9% 6.3% 4.4%

minne流通額（百万円） 1,060 4,460 8,398 10,290 12,070 11,960 14,900 15,140 15,060 12,870
前期比 488.9% 320.8% 88.3% 22.5% 17.3% -0.9% 24.6% 1.6% -0.5% -14.5%

minne注文件数（千件） 3,991 5,140 4,592 4,160 3,965
前期比 - % 28.8% -10.7% -9.4% -4.7%

minne注文単価（円） 2,997 2,899 3,297 3,620 3,246
前期比 - % -3.3% 13.7% 9.8% -10.3%

プロモーション費用（百万円） 1,296 1,024 272
前期比 - % -21.0% -73.4%
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出所：会社資料をもとにSR社作成

出所：会社資料をもとにSR社作成

収益構造

「FREENANCE」では、請求書額面の3～10%の手数料が同社の売上高となる。主な費用項目は、インフラコスト（労

務費、人件費、サーバー費）に加え、広告宣伝費、貸倒引当金である。2023年12月期通期の利用者数は13,113人（前

期比20.3%増）、請求書買取額は8,480百万円（同2.2%減）、請求書買取件数は22,432件（同10.4%増）、平均請求書

買取額は378千円（同11.4%減）、2023年12月期第4四半期の平均買取手数料率6.6%（前年同期6.8%）であった。な

お、2023年5月以降、高額の請求書買取を停止した影響により、2023年12月期第3四半期以降、請求書買取額は大幅に

減少した。

業績推移

金融支援事業の2019年12月期以降の業績推移をみると、売上高は利用者数増に伴う請求書買取件数および請求書買取

額の拡大を背景に手数料収入が増加し、増収基調にある。一方、営業損失が続いているが、2020年12月期の営業損失

拡大は、人員拡大や継続的な機能開発、Webプロモーションなどを行う中で、コロナ禍による企業の業績悪化やフリ

ーランスへの発注減少などの影響で請求書買取額の伸びが鈍化したためである。2022年12月期にかけては請求書買取

額の増加に伴う増収効果により、営業損失は縮小傾向となった。2023年12月期は、2023年12月期第2四半期までに滞

留債権に対する貸倒関連費用を計上したことで営業損失が拡大したが、債権回収の進行もあり第3四半期以降の営業損

失は縮小した。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

単体業績
2022年12月期において、ホスティング事業、EC支援事業、ハンドメイド事業は同社単体が、金融支援事業は連結子会

社GMOクリエイターズネットワーク株式会社（出資比率76.6%）が運営しており、業績の連単差は基本的に金融支援

事業となる。

FREENANCE 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期

請求書買取額（百万円） 580 1,630 2,810 8,670 8,480
前年同期比 - % 181.0% 72.4% 208.5% -2.2%

請求書買取件数（件） 2,982 5,263 11,841 20,310 22,432
前年同期比 - % 76.5% 125.0% 71.5% 10.4%

平均請求書買取額（千円） 195 310 237 427 378
前年同期比 - % 59.2% -23.4% 79.9% -11.4%

利用者数（人） 1,740 3,400 7,008 10,901 13,113
前年同期比 - % 95.4% 106.1% 55.6% 20.3%

FREENANCE（四半期） 22年12月期 23年12月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

請求書買取額（百万円） 1,210 1,890 2,600 2,970 3,120 2,550 1,410 1,400
前年同期比 120.0% 186.4% 282.4% 222.8% 157.9% 34.9% -45.8% -52.9%

請求書買取件数（件） 4,086 4,805 5,407 6,012 6,006 6,204 5,146 5,076
前年同期比 90.4% 86.0% 69.3% 53.4% 47.0% 29.1% -4.8% -15.6%

平均請求書買取額（千円） 296 394 482 495 519 412 275 276
前年同期比 13.8% 53.9% 126.3% 109.7% 75.3% 4.6% -42.9% -44.2%

平均買取手数料率 7.0% 6.7% 6.3% 6.8% 7.8% 7.6% 6.8% 6.6%
利用者数（人） 2,306 2,593 2,848 3,154 3,298 3,459 3,246 3,110
前年同期比 103 287 255 306 144 161 -213 -136

金融支援事業 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円）

売上高 46 128 213 594 656
前期比 - 177.4% 66.5% 179.1% 10.4%

営業利益 -179 -299 -140 -26 -1,065
前期比 - - - - -
営業利益率 -387.8% -234.3% -65.7% -4.4% -162.3%

セグメント資産 137 175 369 1,655 506
減価償却費 4 - - - -
のれんの償却費 5 - - - -
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 - - - - -
収益認識基準等の適用影響

売上高 -2
営業利益 -

請求書買取額（百万円） 580 1,630 2,810 8,670 8,480
前年同期比 - % 181.0% 72.4% 208.5% -2.2%

請求書買取件数（件） 2,982 5,263 11,841 20,310 22,432
前年同期比 - % 76.5% 125.0% 71.5% 10.4%

平均請求書買取額（千円） 195 310 237 427 378
前年同期比 - % 59.2% -23.4% 79.9% -11.4%

利用者数（人） 1,740 3,400 7,008 10,901 13,113
前年同期比 - % 95.4% 106.1% 55.6% 20.3%
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

2022年12月期の売上原価（単体）を見ると、労務費に加えて、経費の中の支払手数料が主な費用項目となる。支払手

数料には「ムームードメイン」のドメイン原価やデータセンター関連費用、決済手数料などが含まれる。2022年12月

期に外注費が大きく減少した背景は収益認識に関する会計基準等の適用により、「SUZURI」における製造費用などが

控除されたためである。なお売上原価について、事業別内訳の開示はない。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

販管費（単体）の主な費用項目は、給与手当、広告宣伝費、支払手数料である。2022年12月期の支払手数料は、一部

が売上原価への計上に変更となったことを背景に減少した。各費目を控除した残りとなるその他も金額が大きいが、

クーポンなどの販売促進費や法定福利費、業務委託費や家賃などが含まれる。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

販管費における連単差は、基本的に金融支援事業を運営する連結子会社GMOクリエイターズネットワーク株式会社

（出資比率76.6%）に関連する費用となる。

損益計算書（単体） 13年12月期 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期
（百万円）

売上高 4,133 4,504 5,632 6,811 7,365 8,201 8,738 10,726 11,657 9,937
前期比 8.8% 9.0% 25.0% 20.9% 8.1% 11.3% 6.6% 22.7% 8.7% -14.8%

売上原価 1,891 2,106 2,592 2,952 2,929 3,293 3,557 4,361 5,062 4,323
売上総利益 2,242 2,398 3,040 3,859 4,436 4,908 5,181 6,365 6,595 5,614

前期比 8.6% 7.0% 26.8% 27.0% 14.9% 10.6% 5.6% 22.8% 3.6% -14.9%
売上総利益率 54.2% 53.2% 54.0% 56.7% 60.2% 59.8% 59.3% 59.3% 56.6% 56.5%

販売費及び一般管理費 1,509 1,671 3,623 3,724 4,292 4,440 4,176 5,079 5,465 4,746
売上高販管費比率 36.5% 37.1% 64.3% 54.7% 58.3% 54.1% 47.8% 47.4% 46.9% 47.8%

営業利益 733 727 -583 135 144 468 1,005 1,286 1,130 869
前期比 3.1% -0.7% - - 6.6% 225.6% 114.9% 27.9% -12.1% -23.1%
営業利益率 17.7% 16.1% -10.3% 2.0% 2.0% 5.7% 11.5% 12.0% 9.7% 8.7%

営業外収益 22 49 32 34 35 68 80 88 105 63
営業外費用 4 30 6 5 6 12 143 389 201 18
経常利益 751 746 -557 164 173 524 942 984 1,033 914

前期比 3.6% -0.6% - - 5.1% 203.2% 79.7% 4.5% 5.0% -11.6%
経常利益率 18.2% 16.6% -9.9% 2.4% 2.3% 6.4% 10.8% 9.2% 8.9% 9.2%

特別利益 - 6 - 50 - 45 12 264 51 10
特別損失 66 67 153 79 17 115 172 13 - 6
法人税等 268 272 56 50 36 -13 202 441 350 284
税率 39.2% 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期純利益 416 414 -767 85 120 467 579 794 734 634

前期比 -1.4% -0.5% - - 41.0% 289.8% 23.9% 37.1% -7.5% -13.7%
純利益率 10.1% 9.2% - 1.2% 1.6% 5.7% 6.6% 7.4% 6.3% 6.4%

売上原価（単体） 13年12月期 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期
（百万円）

労務費 290 322 399 414 381 394 456 567 675 658
賃金 253 280 347 360 330 341 396 492 584 565
法定福利費 38 42 51 53 48 49 55 68 82 82
退職給付費用 - - 1 2 3 4 6 8 9 12

外注費 120 117 143 215 239 429 600 1,175 1,576 182
経費 1,481 1,664 2,044 2,316 2,306 2,465 2,493 2,602 2,797 3,483
支払手数料 1,153 1,315 1,701 1,921 1,921 2,056 2,058 2,138 2,287 2,917
減価償却費 119 132 155 182 179 183 188 216 262 317
地代家賃 38 39 41 61 62 61 61 59 59 63
旅費交通費 9 9 12 12 11 11 11 4 1 6
通信費 138 141 113 124 119 136 158 169 171 161
その他 24 27 21 15 14 17 18 16 17 20

水道光熱費 3 4 4 3 3 3 3 1 1 2
リース費 7 9 10 11 11 13 14 14 14 15
保守費 5 11 5 2 1 1 1 1 2 2
その他 8 3 3 0 0 0 0 0 0 0

仕入高 - 3 6 7 3 5 8 18 14 0
当期売上原価 1,891 2,106 2,592 2,952 2,929 3,293 3,557 4,361 5,062 4,323

販売費及び一般管理費（単体） 13年12月期 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期
（百万円）

給与手当 555 571 654 747 850 936 1,100 1,278 1,478 1,466
減価償却費 11 11 16 26 28 29 35 37 35 30
のれん償却額 - - - 9 12 - - -
支払手数料 251 270 498 711 879 973 1,045 1,387 1,448 701
広告宣伝費 193 282 1,794 1,390 1,447 956 502 747 821 991
貸倒引当金繰入額 2 2 2 14 -2 2 1 2 3 -0
賞与引当金繰入額 - - - - 41 88 75 83 23 59
役員賞与引当金繰入額 - - - - 7 13 - 13 - -
ポイント引当金繰入額 - - - - - 32 -28 -3 -0 -
その他 497 537 658 837 1,042 1,403 1,436 1,536 1,658 1,499
合計 1,509 1,671 3,623 3,724 4,292 4,440 4,176 5,079 5,465 4,746
売上高販管費率 36.5% 37.1% 64.3% 54.7% 58.3% 54.1% 47.8% 47.4% 46.9% 47.8%
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

2022年12月期末の連結ベースの従業員数（年間平均臨時従業員数を除く）は372名であった。セグメント別では、EC

支援事業が129名で最多、次いでホスティング事業が73名、ハンドメイド事業が54名、金融支援事業が14名であった。

なお全社（共通）が101名となっているが、カスタマーサービスなどが含まれる。期末臨時従業員数を含む2022年12月

期末の連結ベースの従業員数は475名で、職種別内訳はエンジニアが25%、ディレクターが23%、カスタマーサービス

が22%、バックオフィスが11%、デザイナーが10%、営業が1%、その他が8%であった。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

市場とバリューチェーン

主な競合企業
同社によると、主要サービスにおける主な競合企業は、「ロリポップ！」ではさくらインターネット株式会社（東証

PRM 3778）やエックスサーバー株式会社（非上場）、「ムームードメイン」では、主にエックスサーバー株式会社で

ある。「カラーミーショップ」では、BASE株式会社（東証GRT 4477）やSTORES株式会社（非上場）が主な競合企業と

なる。

「SUZURI」では、デザインTシャツ通信販売「Tシャツトリニティ」を展開するグラフィック・オン・デマンド株式会

社（非上場）や、オリジナルTシャツの作成・販売サービス「TMIX」などを展開するオリジナルラボ株式会社（非上

場）が主な類似企業となる。またオリジナルTシャツ作成・販売サービス「Up-T」を運営する丸井織物株式会社（非上

場）、イラストコミュニケーションサービス「pixiv」を運営するピクシブ株式会社（非上場）も競合となる。

「minne」ではハンドメイドマーケットプレイス「Creema」を提供する株式会社クリーマ（東証GRT 4017）が競合と

なる。「FREENANCE」ではフリーランス向けオンラインファクタリングサービス「ペイトナーファクタリング」を提

供するペイトナー株式会社（非上場）や株式会社セレス（東証PRM 3696）の100%子会社である株式会社ラボルが競合

となる。

販売費及び一般管理費（連結） 13年12月期 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期
（百万円） 連結 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結

給与手当 561 581 678 769 850 936 1,176 1,407 1,591 1,595
支払手数料 258 274 515 738 879 973 1,064 1,423 1,473 735
広告宣伝費 193 282 1,796 1,394 1,447 956 579 864 874 1,055
退職給付費用 - - - - - - 16 23 28 31
賞与引当金繰入額 - - - - 41 88 75 83 23 59
役員賞与引当金繰入額 - - - - 7 13 - 13 - -
貸倒引当金繰入額 2 2 2 14 -2 2 12 54 26 186
ポイント引当金繰入額 - - - - - 32 -28 -3 -0 -
研究開発費 - - - - 19 25 27 33 30 30
その他 512 551 701 888 1,051 1,416 1,547 1,659 1,798 1,655
合計 1,526 1,688 3,691 3,803 4,292 4,440 4,467 5,554 5,844 5,344
売上高販管費率 36.6% 37.2% 64.8% 55.2% 58.3% 54.1% 50.0% 50.4% 49.2% 50.7%

期末従業員数（連結） 13年12月期 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期
（人） 連結 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結

連結 206 208 228 240 257 278 327 355 367 372
前期比 12 2 20 12 - 21 - 28 12 5
臨時従業員数（外数、年間平均） 26 29 51 75 75 66 77 77 89 94
ホスティング事業 66 72 54 56 60 65 69 75 71 73
前期比 -21 6 -18 2 - 5 - 6 -4 2
臨時従業員数（外数、年間平均） 11 13 16 19 19 17 15 16 18 20

EC支援事業 68 78 97 61 72 87 103 112 127 129
前期比 16 10 19 -36 - 15 - 9 15 2
臨時従業員数（外数、年間平均） 12 15 34 20 22 22 25 29 38 36
ハンドメイド事業 - - - 50 56 48 54 60 61 54
前期比 - - - - - -8 - 6 1 -7
臨時従業員数（外数、年間平均） - - - 32 30 25 27 23 23 25
金融支援事業 - - - - - - - 10 10 14
前期比 - - - - - - - - - 4
臨時従業員数（外数、年間平均） - - - - - - - 4 4 6
コミュニティ事業 16 16 12 5 2 - - - - -
前期比 -3 - -4 -7 - - - - - -
臨時従業員数（外数、年間平均） 1 1 - 2 1 - - - - -
その他 - - 4 3 - 3 21 10 1 1
前期比 - - - -1 - 3 - -11 -9 -
臨時従業員数（外数、年間平均） - - - - - - 4 1 - -
全社（共通） 56 42 61 65 67 75 80 88 97 101
前期比 20 -14 19 4 - 8 - 8 9 4
臨時従業員数（外数、年間平均） 2 - 1 2 3 2 5 4 6 7
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ホスティング事業の競合企業

「ロリポップ！」ではさくらインターネット株式会社（東証PRM 3778）やエックスサーバー株式会社（非上場）が、

「ムームードメイン」ではエックスサーバー株式会社が主な競合企業となる。

さくらインターネット株式会社（東証PRM 3778）

さくらインターネット株式会社は、レンタルサーバーサービスと専用サーバーサービスの提供を目的に1999年8月に設

立され、現在、「クラウドサービス」、「物理基盤サービス」、「その他」の3事業を有する。「クラウドサービス」

はパブリッククラウドサービスやレンタルサーバーを含む共有ホスティングサービスなどを提供する。「物理基盤サ

ービス」は、グループで運営するデータセンター内に顧客所有の通信機器などを設置するスペースや通信回線、電源

などを提供するハウジングサービスと、グループで所有する物理サーバを専用で利用できるサービスを提供する。

「その他」は「クラウドサービス」「物理基盤サービス」に付帯するサービスを提供する。

2023年3月期の売上高は20,623百万円（前期比3.0%増）、営業利益は1,093百万円（同43.2%増）、顧客数は480千件超

であった。レンタルサーバーがほとんどを占める「クラウドアプリケーション」の2023年3月期売上高は3,849百万円

（同3.4%増）、売上高構成比は18.7%であった。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

※2022年3月期にセグメントを変更、2021年3月期を遡及修正

エックスサーバー株式会社（非上場）

エックスサーバー株式会社は2004年1月設立で、ホスティングサービス事業やWEBアプリケーションシステムの開発事

業などを有する。サービスとしては、レンタルサーバーの「エックスサーバー」、法人向けレンタルサーバーの

「Xserverビジネス」、ドメイン取得の「Xserverドメイン」、ネットショップ作成の「Xserverショップ」などを提供す

る。2022年3月期売上高は、前期比11.1%増の6,487百万円であった。

（百万円） 14年3月期 15年3月期 16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期
売上高 10,046 10,577 12,086 13,962 17,033 19,501 21,909 22,168 20,019 20,623
前期比 5.9% 5.3% 14.3% 15.5% 22.0% 14.5% 12.3% 1.2% -9.7% 3.0%
クラウドサービス 9,994 10,964 11,841
前期比 - 9.7% 8.0%
売上高構成比 45.1% 54.8% 57.4%
クラウドインフラストラクチャー 6,428 7,239 7,991
前期比 - 12.6% 10.4%
売上高構成比 29.0% 36.2% 38.7%
クラウドアプリケーション 3,566 3,724 3,849
前期比 - 4.4% 3.4%
売上高構成比 16.1% 18.6% 18.7%

物理基盤サービス 6,198 4,497 3,638
前期比 - -27.4% -19.1%
売上高構成比 28.0% 22.5% 17.6%

ハウジングサービス 3,000 2,688 2,576 2,467 2,487 2,644 2,408
前期比 -3.5% -10.4% -4.2% -4.2% 0.8% 6.3% -8.9%
売上高構成比 29.9% 25.4% 21.3% 17.7% 14.6% 13.6% 11.0%

専用サーバーサービス 2,627 2,697 2,722 2,996 3,841 3,998 5,055
前期比 -8.0% 2.7% 0.9% 10.1% 28.2% 4.1% 26.4%
売上高構成比 26.1% 25.5% 22.5% 21.5% 22.6% 20.5% 23.1%

レンタルサーバーサービス 2,169 2,366 2,820 2,990 3,139 3,277 3,380
前期比 12.2% 9.1% 19.2% 6.0% 5.0% 4.4% 3.1%
売上高構成比 21.6% 22.4% 23.3% 21.4% 18.4% 16.8% 15.4%

VPS・クラウドサービス 1,226 1,919 2,707 3,684 4,615 5,306 5,835
前期比 81.6% 56.5% 41.0% 36.1% 25.3% 15.0% 10.0%
売上高構成比 12.2% 18.1% 22.4% 26.4% 27.1% 27.2% 26.6%

その他 1,024 906 1,262 1,825 2,951 4,276 5,230 5,976 4,558 5,144
前期比 12.7% -11.5% 39.3% 44.6% 61.7% 44.9% 22.3% 14.3% -23.7% 12.8%
売上高構成比 10.2% 8.6% 10.4% 13.1% 17.3% 21.9% 23.9% 27.0% 22.8% 24.9%

営業利益 737 965 976 1,018 746 567 939 1,372 763 1,093
前期比 -15.0% 30.9% 1.2% 4.3% -26.7% -24.0% 65.6% 46.1% -44.4% 43.2%
営業利益率 7.3% 9.1% 8.1% 7.3% 4.4% 2.9% 4.3% 6.2% 3.8% 5.3%
経常利益 634 858 822 804 574 396 790 1,100 649 966
前期比 -22.0% 35.3% -4.2% -2.1% -28.6% -31.1% 99.5% 39.3% -40.9% 48.7%
経常利益率 6.3% 8.1% 6.8% 5.8% 3.4% 2.0% 3.6% 5.0% 3.2% 4.7%
親会社株主に帰属する当期純利益 353 516 553 549 349 92 160 758 275 667
前期比 -26.2% 46.1% 7.2% -0.8% -36.3% -73.8% 74.7% 373.7% -63.7% 142.0%
純利益率 3.5% 4.9% 4.6% 3.9% 2.1% 0.5% 0.7% 3.4% 1.4% 3.2%
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レンタルサーバーの料金プラン比較

出所：同社ホームページをもとにSR社作成

出所：会社ホームページをもとにSR社作成

出所：会社ホームページをもとにSR社作成

主なドメイン料の比較

出所：各社ホームページをもとにSR社作成

EC支援事業の競合企業

「カラーミーショップ」では、BASE株式会社（東証GRT 4477）やSTORES株式会社（非上場）が主な競合企業となる。

「SUZURI」ではデザインTシャツ通信販売「Tシャツトリニティ」を提供するグラフィック・オン・デマンド株式会社

（非上場）やオリジナルTシャツの作成・販売サービス「TMIX」を提供するオリジナルラボ株式会社（非上場）が主な

類似企業となる。

ロリポップ！料金プラン（36カ月）
エコノミー ライト ベーシック エンタープライズ スタンダード

（新規受け付け終了）

月額（円） 1カ月 198 550 1,430 2,640 1,100
3カ月 198 495 1,320 2,640 1,045
6カ月 198 462 1,210 2,420 935
12カ月 198 418 990 2,365 770
24カ月 198 352 935 2,255 605
36カ月 99 220 550 2,200 440

初期費用（円） 0 0 0 0 1,650
容量 100GB 200GB 400GB 1.2TB 300GB
独自ドメイン 50 100 無制限 無制限 200
WordPress × 〇 〇 〇 〇

転送量 無制限 無制限 無制限 無制限 無制限

電話サポート × × 〇 〇 〇

さくらインターネット料金プラン（36カ月）
ライト スタンダード プレミアム ビジネス

月額 1カ月 - 524 1,571 2,619
12カ月 131 437 1,310 2,183
24カ月 129 430 1,000 2,148
36カ月 128 425 900 2,122

初期費用 0円 0円 0円 0円
容量 100GB 300GB 400GB 600GB
独自ドメイン 20 200 300 400
WordPress × 〇 〇 〇

転送量 無制限 無制限 無制限 無制限

電話サポート 〇 〇 〇 〇

Xserver料金プラン（36カ月）
スタンダード プレミアム エンタープライズ

月額 3カ月 1,320 2,640 5,280
6カ月 1,210 2,420 4,840
12カ月 1,100 2,200 4,400
24カ月 1,045 2,090 4,180
36カ月 990 1,980 3,960

初期費用 0円 0円 0円
容量 300GB 400GB 500GB
独自ドメイン 無制限 無制限 無制限

WordPress 〇 〇 〇

転送量 無制限 無制限 無制限

電話サポート 〇 〇 〇

主なドメイン料（2024年3月6日時点） .com .net .jp .co.jp
(円/年）
ムームードメイン 取得 1,620 1,628 2,035 1,980

更新 1,728 1,628 3,344 4,378
移管 1,728 1,628 3,344 0

XserverDomain 取得 1 1 350 2,068
更新 1,428 1,670 3,102 4,136
移管 1,428 1,670 3,102 1

さくらのドメイン 取得 2,790 3,182 3,982 8,000
更新 2,790 3,182 3,982 7,700
移管 2,790 3,182 3,982 0
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BASE株式会社（東証GRT 4477）

BASE株式会社（東証GRT 4477）は2012年12月設立で、ネットショップ作成サービス「BASE」を提供するBASE事業、

オンライン決済サービス「PAY.JP」を提供するPAY事業を展開する。また「BASE」を利用するショップオーナーに対し

て事業資金を提供する資金調達サービス「YELL BANK」を中心としたその他事業を有する。「BASE」では、決済金額

に対して3.0%のサービス利用料が課金される月額無料プランと、月額5,980円でサービス利用料なしの月額有料プラン

を提供する。

2022年12月期の売上高は9,739百万円（前期比1.9%減）、営業損失は1,508百万円（前期977百万円）、BASE事業の

GMV（注文額ベース）は118,932百万円（前期比4.5%増）、2022年12月期第4四半期の平均月間売店数は65,516店（う

ち月額有料プランは4,200店超）であった。

2023年12月期の売上高は11,680百万円（前期比19.9%増）、営業損失は425百万円（前期1,508百万円）、BASE事業の

GMV（注文額ベース）は135,991百万円（前期比14.3%増）、2023年12月期第4四半期の平均月間売店数は68,115店であ

った。

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

STORES株式会社（非上場）

STORES株式会社（非上場）は2012年3月設立で、ネットショップ作成サービスの「STORESネットショップ」、POSレ

ジアプリ「STORESレジ」、店舗向け決済サービスの「STORES決済」、予約サービスの「STORES予約」などを提供す

る。「STORESネットショップ」では、月額料金無料で決済手数料5%が課金される「フリープラン」と、月額2,980円

～で決済手数料3.6%が課金される「スタンダードプラン」を提供する。

ネットショップ作成サービスの料金プラン比較

出所：各社ホームページをもとにSR社作成

グラフィック・オン・デマンド株式会社（非上場）

グラフィック・オン・デマンド株式会社（非上場）は、Tシャツを中心にバッグやスマホケースなどのオリジナルグッ

ズ販売サービス「Tシャツトリニティ」を運営する。「Tシャツトリニティ」では、オリジナルグッズの販売や作成に加

（百万円） 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
売上高 2,352 3,850 8,288 9,931 9,739 11,680
前期比 - % 63.7% 115.3% 19.8% -1.9% 19.9%
BASE事業 1,983 3,199 7,321 8,420 7,494 7,765

前期比 - % 61.3% 128.9% 15.0% -11.0% 3.6%
売上高構成比 84.3% 83.1% 88.3% 84.8% 76.9% 66.5%

PAY.JP事業 370 644 940 1,448 2,103 3,606
前期比 - % 74.2% 45.9% 54.1% 45.2% 71.5%
売上高構成比 15.7% 16.7% 11.3% 14.6% 21.6% 30.9%

その他事業 - 7 27 62 141 308
前期比 - % - % 286.5% 126.6% 127.4% 118.4%
売上高構成比 0.0% 0.2% 0.3% 0.6% 1.4% 2.6%

調整額 - - - - - -
営業利益 -791 -442 803 -977 -1,508 -425
前期比 - % - % - % - % - % - %
営業利益率 - % - % 9.7% - % - % - %
BASE事業 -496 -118 1,112 -703 -1,150 -60

前期比 - % - % - % - % - % - %
営業利益率 - % - % 15.2% - % - % - %
営業利益構成比 - % - % 114.2% - % - % - %

PAY.JP事業 -184 -128 -92 -38 -46 -84
前期比 - % - % - % - % - % - %
営業利益率 - % - % - % - % - % - %
営業利益構成比 - % - % -9.4% - % - % - %

その他事業 - -54 -46 -52 -31 -25
前期比 - % - % - % - % - % - %
営業利益率 - % - % - % - % - % - %
営業利益構成比 - % - % -4.7% - % - % - %

調整額 -110 -142 -171 -182 -280 -254
経常利益 -799 -456 748 -960 -1,495 -409
前期比 - % - % - % - % - % - %
経常利益率 - % - % 9.0% - % - % - %

親会社株主に帰属する当期純利益 -855 -460 585 -1,194 -1,732 -606
前期比 - % - % - % - % - % - %
純利益率 - % - % 7.1% - % - % - %

カラーミーショップ BASE STORES
フリー レギュラー ラージ プレミアム スタンダード グロース フリー スタンダード

初期費用（円/月） 0 3,300 3,300 22,000 0 0 0 0
月額費用（円/月） 0 4,950 9,595 39,600 0 5,980 0 2,980
販売手数料 - - - - 3.0% 0 0 0
決済手数料 クレジット 6.6%+30円 4.0%～ 4.0%～ 3.14%～ 3.6%+40円 2.9% 5.0% 3.6%

後払い 6.6%+30円 4.0%～ 4.0%～ 4.0%～ 3.6%+40円 2.9%
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え、クリエイターによるグッズ販売サービスも提供する。クリエイターが会員登録後に「Tシャツトリニティ」内に無

料でショップ開店し、販売するグッズの画像をアップロードする。注文確定後、「Tシャツトリニティ」の自社工場で

製作し、購入者に発送する。グッズが売れる都度に得る報酬の額はクリエイターが自由に設定できる。BASE株式会社

のネットショップ作成サービス「BASE」との連携機能がある。

オリジナルラボ株式会社（非上場）

オリジナルラボ株式会社（非上場）は2007年5月に設立され、オリジナルTシャツ作成サービスの「TMIX」やオリジナ

ルグッズの作成・販売サービス「ORILAB MARKET」などを展開する。「TMIX」は、Tシャツを中心としたオリジナルグ

ッズの作成サービスに加え、インフルエンサー支援サービスとして、SNSフォロワー総数50千人以上を有する人に対

し、商品イメージを作成するだけでオリジナルグッズの制作・販売・発送を支援するサービスを提供する。「ORILAB

MARKET」は、オリジナルグッズのデザインを無料で登録することで、グッズの販売・自社工場による制作・発送など

のサービスを提供する。出品者はグッズの販売価格を自由に設定できる。BASE株式会社のネットショップ作成サービ

ス「BASE」との連携機能がある。

ハンドメイド事業の競合企業

「minne」の競合は、ハンドメイドマーケットプレイス「Creema」を提供する株式会社クリーマ（東証GRT 4017）で

ある。

株式会社クリーマ（東証GRT 4017）

株式会社クリーマ（東証GRT 4017）は2009年3月に設立され、2010年5月よりハンドメイドマーケットプレイス

「Creema」を開始した。主力の「Creema」はマーケットプレイスサービスに含まれ、「Creema」のプラットフォー

ムを活用したマーケティング支援などを行うプラットフォームサービス、ハンドメイド作品の販売イベントや販売店

舗を展開するイベント・ストアサービスなどを提供する。2023年2月期売上高は2,500百万円（前期比8.9%増）、営業

損失386百万円（前期は323百万円の利益）であった。

「Creema」の出品カテゴリーはオリジナル作品、フード・お酒、作品制作のための素材・道具・キットである。初期

費用・月額費用・出店料・出品料は無料で、作品・素材カテゴリーでは送料を除く商品金額の11.0%が、フード・お酒

カテゴリーでは決済総額の15.4%が販売手数料（税込）となる。「Creema」の2023年2月期の登録クリエイター数は

250千人（前期比8.7%増）、登録作品数15,499千点（同15.0%増）、アプリダウンロード数13,911千DL（同11.0%増）、

流通総額16,834百万円（同4.8%増）、日本における平均取引単価5,480円（同4.3%増）であった。なお2016年7月に

「Creema」中国語版の提供を開始し、香港・台湾でも利用できる。
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

Etsy, Inc.（NASDAQ：ETSY）

Etsy, Inc. は米国企業で、主にハンドメイド製品のマーケットプレイスサービス「Etsy.com」を米国、英国、ドイツ、カ

ナダ、オーストラリア、フランス、インドの7カ国で展開する。2022年のGMS（Gross merchandise sales：流通総額）

は11.8十億米ドル（1米ドル140円換算で1兆6,520億円）に達している。「minne」は公認海外代行サービスを提供する

ことで海外販売を強化しているが、海外のハンドメイド製品市場は日本における2大サービスである「minne」と

「Creema」を合わせた年間の流通総額300億円超に比べて極めて大きい規模にある。

金融支援事業の競合企業

「FREENANCE」では、フリーランス向けオンラインファクタリングサービス「ペイトナーファクタリング」を提供す

るペイトナー株式会社（非上場）や株式会社セレス（東証PRM 3696）の100%子会社である株式会社ラボル（非上場）

が競合となる。

ペイトナー株式会社（非上場）

ペイトナー株式会社（非上場）は2019年2月設立で、クラウド請求書処理サービス「ペイトナー請求書」とフリーラン

ス向けオンライン型ファクタリングサービス「ペイトナーファクタリング」を提供する。「ペイトナーファクタリン

グ」は、フリーランスや個人事業主の請求書を最短10分で現金化するサービスである。初期費用・月額費用は無料

で、サービス利用の手数料は10.0%である。利用可能金額は1～100万円（初回は25万円）である。

株式会社ラボル（非上場）

株式会社ラボル（非上場）は2021年12月設立で、株式会社セレス（東証PRM 3696）の100%子会社である。フリーラ

ンス・個人事業主向けの請求書買取（2者間ファクタリング）サービス「ラボル」を提供する。「ラボル」では1万円

～必要な金額のみ利用可能で、最短60分で入金される。手数料は一律で買取額の10.0%となる。

（百万円） 19年2月期 20年2月期 21年2月期 22年2月期 23年2月期
売上高 1,150 1,518 2,062 2,295 2,500
前期比 - % 31.9% 35.9% 11.3% 8.9%
マーケットプレイスサービス - 887 1,532 1,578 1,632
前期比 - % 72.7% 3.0% 3.4%
売上高構成比 58.4% 74.3% 68.8% 65.3%

プラットフォームサービス - 288 431 561 631
前期比 - % 49.4% 30.3% 12.4%
売上高構成比 19.0% 20.9% 24.5% 25.2%

イベント・ストアサービス - 336 86 133 206
前期比 - % -74.6% 55.2% 54.9%
売上高構成比 22.2% 4.1% 5.8% 8.2%

その他 - 6 15 23 32
前期比 - % 139.4% 58.1% 37.9%
売上高構成比 0.4% 0.7% 1.0% 1.3%

営業利益 - 49 226 323 -386
前期比 - % 364.4% 42.7% - %
営業利益率 3.2% 11.0% 14.1% -15.4%
経常利益 -373 46 205 363 -385
前期比 - % - % 346.0% 77.5% - %
経常利益率 - % 3.0% 9.9% 15.8% - %
親会社株主に帰属する当期純利益 -373 -28 178 231 -408
前期比 - % - % - % 29.3% -277.0%
純利益率 - % - % 8.6% 10.1% - %

Creema指標
登録クリエイター数（千人） - - 210 230 250
前期比 - % 9.5% 8.7%

登録作品数（千点） 6,940 8,660 11,310 13,480 15,499
前期比 - % 24.8% 30.6% 19.2% 15.0%

アプリダウンロード数（千DL） 8,370 9,730 11,200 12,530 13,911
前期比 - % 16.2% 15.1% 11.9% 11.0%

流通総額（百万円） 7,875 8,998 15,419 16,067 16,834
前期比 - % 14.3% 71.4% 4.2% 4.8%

平均取引単価（日本、円） 5,086 5,110 4,410 5,255 5,480
前期比 - % 0.5% -13.7% 19.2% 4.3%
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フリーランス向けオンラインファクタリングサービスの比較

出所：各社ホームページをもとにSR社作成

SW（Strengths, Weaknesses）分析

強み（Strengths）
クリエイターの新たなニーズを捉えたサービスを開発し、いち早く市場に投入する体

制を持つこと

同社の前身企業の創業者はクリエイターであり、その後を継いだ現在の佐藤社長も大学時代に自らのホームページを

作成するなど、一個人ユーザーとしてインターネットに携わってきた。そのバックグラウンドもあり、同社の「ロリポ

ップ！」に始まる一連のサービスは、個人ユーザーの新たなニーズを捉える中で、周辺領域への拡大が図られてき

た。ホームページ（「ロリポップ！」）から始まりEC（「カラーミーショップ」）に拡大し、ハンドメイドのものを

売りたいという声に応えて「minne」、そして手作り工程を除いてアイデアをビジネスにする「SUZURI」に展開してき

た。同社によると、これまで31サービスを開発導入し、新陳代謝が進む中、現在も11サービスが継続し、同社の収益を

支えている。

個人ユーザーのニーズを拾い上げ、試行錯誤しながらサービスを展開してきたことが、現在の主力事業である「ロリポ

ップ！」や「カラーミーショップ」の拡大につながったとSR社は考える。インターネット関連サービスは他社がすぐ

に追随するケースが多いが、その中で、「minne」や「SUZURI」などフロー型ビジネスへのチャレンジや、現在もいち

早くAIを各サービスに活用するなど、他社に先駆けてサービスを開発・投入する体制を持つことが同社の強みと考え

る。

レンタルサーバーサービス「ロリポップ！」、ドメイン取得代行サービス「ムームー

ドメイン」、ネットショップ作成サービス「カラーミーショップ」と、多層的なスト

ックビジネスを有していること

「ロリポップ！」は、低料金に加え、2001年11月のサービス開始以降、同じブランドでサービスを継続してきたこと

で認知度が向上した結果、契約件数が約413千件（2023年12月期末）と個人向けとしては国内最大級の規模につながっ

たと考えられる。また2004年1月にはドメイン取得代行サービスである「ムームードメイン」を、2005年2月にはネッ

トショップ構築ASPサービス「Color Me Shop！ pro（現カラーミーショップ）」を開始するなど、立て続けに周辺領域

にサービスを拡大してきた。

同社によると、ユーザーニーズを捉えつつサービスを拡大してきたことで、「ロリポップ！」「カラーミーショッ

プ」を重複利用するユーザーも存在する。また「ロリポップ！」の上位プランユーザーには「ムームードメイン」を

無料で提供するなどサービスの相互利用を促す取り組みも行っている。同社によると、主力サービスである「ロリポ

ップ！」「カラーミーショップ」の月間解約率はそれぞれ1%台と低水準にあり、その結果、「ムームードメイン」の

顧客基盤も維持されることで、同社の屋台骨であるストック収益が築かれているとSR社は考える。

データセンターなどのGMOインターネットグループのアセットを活用できること

レンタルサーバーはもはやコモディティ化しつつあり、価格競争力を維持するにはスケールの確保が重要となる。同

社では「ロリポップ！」や「ムームードメイン」、「カラーミーショップ」をはじめ、主要なサービスにおいてGMO

インターネットグループのデータセンターや調達力を活用している。インフラから広告・メディア、金融事業などさま

ざまなインターネットサービスを提供し、1,570万顧客を有するGMOインターネットグループ全体のスケールメリット

を享受できる点は同社の強みとSR社は考える。

弱み（Weaknesses）
業績依存度の高いホスティング事業は今後の成長が限定的であること

同社のホスティング事業は、レンタルサーバーの「ロリポップ！」とドメイン取得代行サービスの「ムームードメイ

ン」を主力サービスとする。その中で、レンタルサーバーはコモディティ化が進んでおり、市場は既に横ばい傾向に

FREENANCE（即日払い） ペイトナーファクタリング ラボル

買取可能額 1万円～上限なし 1～100万円（初回25万円） 1万円～必要な額
手数料 3～10% 10% 10%
審査時間 最短30分 最短10分 最短60分
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ある。また「ムームードメイン」もドメイン取得代行というビジネスモデル上、そもそも明確な差別化要素は存在せ

ず、今後の成長は限定的である。

同社のホスティング事業は2023年12月期において売上高の52.8%を占め、調整額控除前営業利益率が33.4%の水準にあ

る屋台骨であり、競合のさくらインターネット（2023年3月期のレンタルサーバーの売上高構成比約19%）に比べて、

売上高、営業利益ともに依存度が高い。競争激化やレンタルサーバーへの需要が鈍化・減少する場合には、同社の業

績への影響は大きいとSR社は考える。

ネットショップ作成サービスの法人向けサービスの強化には営業体制の構築が必須と

なること

同社のサービスの顧客層は主に個人やクリエイターであるが、ビジネスユースが広がる中で、法人顧客も増えつつあ

る。その中で「カラーミーショップ」ではプレミアムを導入し、法人向けのサービスを強化している。同社はこれま

で個人を中心とした顧客層に対し、基本的にインターネット広告やアフィリエイト広告を中心としたマーケティング

を行ってきた結果、2022年12月期末連結従業員数475名（期末臨時従業員数を含む）に占める営業人員はわずか1%に

過ぎない。しかし法人顧客を拡大するには、インターネットを中心としたマーケティングに加えて、直接営業を含めた

プッシュ型営業が不可欠となる。同社にとって法人向けの営業体制の構築は必須だが、営業人員の採用に加え、営業

ノウハウの蓄積には時間を要するとSR社は考える。

主力のレンタルサーバーやネットショップ作成サービスにおいて事業領域を拡大する

際にはGMOインターネットグループ内での住み分けが阻害要因になり得ること

GMOインターネットグループにおいて、同社は主に個人向けを中心に事業を展開する立ち位置にある。しかしビジネ

スユースが広がる中で、同社は「ロリポップ！」や「カラーミーショップ」において、より上位のプランを拡充してい

る。同社によると、GMOインターネットグループでは、グループ各社の独自性や自主性を尊重する運営がなされてい

るもようである。しかし同社が主力のレンタルサーバーやドメイン、ネットショップ作成サービスにおいて事業領域を

拡大する場合、他のグループ企業との競合につながることで、グループ内の住み分けが同社の成長の阻害要因になり

得るとSR社は考える。
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財務諸表
損益計算書

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

同社は「ロリポップ！」や「ムームードメイン」、「カラーミーショップ」などのストック型ビジネスが生み出すキ

ャッシュを、「SUZURI」や「minne」、「FREENANCE」などのフロー型ビジネスに投じることで事業を拡大し、増収

基調にある。2022年12月期は収益認識に関する会計基準などの適用により売上高は前期比11.4%減となったものの、前

期に同基準を適用した場合、売上高は同6.7%増であった。

同社は売上総利益率と営業利益率の乖離が大きいが、カスタマーサービス関連費用や販促費用などにより売上高販管

費比率が高い水準にあることが背景である。セグメント別営業利益率を見る上では、カスタマーサービス関連費用が

各セグメントには配賦されず、全社費用として調整額に計上される点に留意する必要がある。

営業利益は2015年12月期を除き、2022年12月期まで黒字が継続していた。2015年12月期の営業損失は、「minne」へ

の積極投資により、1,500百万円を上回る広告宣伝費を投じたことが背景である。2021年12月期の営業減益は、コロナ

禍における巣ごもり需要拡大に伴うEC関連サービスの体制強化費用（人件費増加）やプロモーション費用の増加が主

な要因である。また2022年12月期の営業減益は、コロナ禍からのリオープニングを背景とした消費行動の変化による

「SUZURI」や「minne」の流通額の減少と、プロモーション費用の増加、貸倒関連費用の増加が主な要因である。

2023年12月期の営業損失は、金融支援事業の「FREENANCE」において、第2四半期連結会計期間までに滞留債権に対

する貸倒関連費用を計上したことが背景である。

貸借対照表

損益計算書 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円） 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結 連結

売上高 4,534 5,698 6,890 7,365 8,201 8,943 11,014 11,880 10,531 10,904
前期比 8.8% 25.7% 20.9% 6.9% 11.3% 9.0% 23.2% 7.9% -11.4% 3.5%

売上原価 2,121 2,628 2,979 2,929 3,293 3,692 4,533 5,147 4,455 4,973
売上総利益 2,412 3,070 3,912 4,436 4,908 5,251 6,482 6,733 6,076 5,931

前期比 7.1% 27.2% 27.4% 13.4% 10.6% 7.0% 23.4% 3.9% -9.7% -2.4%
売上総利益率 53.2% 53.9% 56.8% 60.2% 59.8% 58.7% 58.8% 56.7% 57.7% 54.4%

販売費及び一般管理費 1,688 3,691 3,803 4,292 4,440 4,467 5,554 5,844 5,344 6,272
売上高販管費比率 37.2% 64.8% 55.2% 58.3% 54.1% 50.0% 50.4% 49.2% 50.7% 57.5%

営業利益 724 -621 108 144 468 784 927 889 732 -341
前期比 -0.2% - - 32.6% 225.6% 67.6% 18.3% -4.2% -17.6% -
営業利益率 16.0% -10.9% 1.6% 2.0% 5.7% 8.8% 8.4% 7.5% 7.0% -3.1%

営業外収益 48 30 32 35 68 77 77 94 55 141
営業外費用 30 7 5 6 12 26 21 14 20 46
経常利益 743 -598 135 173 524 836 984 968 767 -247

前期比 -0.1% - - 27.6% 203.2% 59.5% 17.7% -1.6% -20.8% -
経常利益率 16.4% -10.5% 2.0% 2.3% 6.4% 9.3% 8.9% 8.2% 7.3% -2.3%

特別利益 6 - 89 - 45 12 264 97 10 -
特別損失 67 156 8 17 115 127 13 - 6 149
法人税等 272 44 63 36 -13 239 404 350 284 233
非支配株主に帰属する当期純利益 - - - - - -61 - - -23 -
親会社株主に帰属する当期純利益 410 -798 153 120 467 543 830 715 510 -629

前期比 0.5% - - -21.9% 289.8% 16.2% 52.9% -13.8% -28.7% -
純利益率 9.1% - 2.2% 1.6% 5.7% 6.1% 7.5% 6.0% 4.8% -5.8%

貸借対照表 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円） 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結 連結

資産

現金及び預金 2,108 1,157 1,524 1,591 1,802 1,754 2,472 2,371 2,559 2,760
関係会社預け金 - 400 600 800 900 700 1,150 1,250 1,050 1,600
売掛金 534 1,140 1,467 1,745 1,886 2,043 2,556 2,685 2,593 2,186
有価証券 700 - - - - - - - - -
商品 - - - - 4 8 2 7 11 5
貯蔵品 - - - 2 2 1 2 3 4 3
未収入金 - - - - - - 246 464 1,935 1,620
前払費用 - - - 95 74 - - 123 1,317 1,404
その他 163 381 209 138 191 428 289 136 120 124
貸倒引当金 -4 -4 -16 -13 -7 -18 -70 -95 -279 -1,135

流動資産合計 3,501 3,074 3,785 4,358 4,853 4,916 6,649 6,944 9,311 8,569
建物 12 19 50 47 41 39 39 37 44 56
工具、器具及び備品 165 309 258 250 224 222 280 233 269 264
リース資産 - - - - - - - 155 336 521
その他 9 4 1 1 2 2 2 2 3 3

有形固定資産合計 186 332 309 298 266 264 321 427 652 843
のれん 1 - - - 51 - - - - -
ソフトウェア 191 191 175 216 232 318 399 377 388 610
ソフトウェア仮勘定 - - - 28 52 - - - - -
その他 42 9 26 1 1 85 79 176 346 66

無形固定資産合計 235 200 202 245 336 403 477 553 734 675
投資有価証券 345 391 372 366 507 682 673 860 643 631
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出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

ストック型ビジネスをベースとしており、増収基調が続く中では基本的に現金及び預金が積み上がる構造にある。同

社ではGMOインターネットグループのデータセンターを利用しているため、設備投資はサーバーやソフトウェアが中

心であり、固定資産の比率は低い。

「FREENANCE」の開始により、2020年12月期以降、未収入金が増加している。「FREENANCE」ではビジネスモデル

上、先に資金が必要となることで、その資金調達として2022年12月期に短期借入金1,200百万円が計上されている。

2023年12月期においては、金融支援事業「FREENANCE」において発生した滞留債権に対し貸倒関連費用を計上した

ことで貸倒引当金が増加した。また世界的な金利上昇リスクへの対応と運転資金の確保を目的に第1回無担保社債

1,000百万円を発行した。

関係会社株式 - - - 9 29 - - - - -
繰延税金資産 15 - - - - 20 5 - 9 67
長期貸付金 - - 16 16 - - - - - -
その他 133 66 87 85 87 87 86 86 86 223
貸倒引当金 - - - - - - - - - -134
投資その他の資産合計 493 456 475 476 623 789 764 946 738 787
固定資産合計 914 989 985 1,019 1,225 1,455 1,563 1,926 2,124 2,306
資産合計 4,415 4,063 4,770 5,377 6,078 6,372 8,212 8,870 11,436 10,875

負債

営業未払金 110 138 132 122 148 177 255 272 249 258
未払金 266 1,002 1,213 1,627 1,569 1,620 2,111 2,142 2,108 1,861
短期借入金 - - - - - - - - 1,200 -
1年内償還予定の社債 - - - - - - - - - 200
1年内返済予定の長期借入金 - - - - - - - - - -
リース債務 - - - - - - - 38 90 157
未払費用 118 134 139 145 159 - - - - -
未払法人税等 158 4 40 30 57 232 276 156 84 200
前受金 1,346 1,479 1,567 1,678 1,729 1,753 1,993 2,220 - -
契約負債 - - - - - - - - 3,847 4,292
預り金 215 260 325 381 394 383 467 480 513 515
賞与引当金 - - - 41 88 75 82 23 59 71
資産除去債務 - 12 2 - - - - 0 - -
その他 79 9 114 75 150 336 455 363 289 360
流動負債合計 2,291 3,038 3,532 4,100 4,294 4,575 5,640 5,694 8,439 7,914
社債 - - - - - - - - - 700
長期借入金 - - - - - - - - - -
リース債務 - - - - - - - 134 281 420
資産除去債務 16 8 26 27 27 27 27 27 27 30
繰延税金負債 - 4 27 27 50 - - 62 - -
固定負債合計 16 12 53 54 77 27 27 223 308 1,150
負債合計 2,307 3,050 3,585 4,154 4,371 4,602 5,667 5,917 8,747 9,064
資本金 160 160 160 160 160 160 262 262 262 262
資本剰余金 150 150 150 150 156 160 270 254 257 257
利益剰余金 1,841 863 1,017 1,056 1,457 1,723 2,214 2,502 2,501 1,608
自己株式 -107 -255 -255 -255 -243 -456 -395 -334 -394 -394
その他の包括利益累計額 65 64 50 50 119 133 164 230 63 78
新株予約権 - 31 64 62 58 50 29 15 - -
非支配株主持分 - - - - - - - 23 - -
純資産合計 2,108 1,012 1,185 1,223 1,707 1,770 2,544 2,953 2,689 1,811
運転資金 424 1,002 1,335 1,626 1,745 1,875 2,306 2,423 2,360 1,936
有利子負債合計 - - - - - - - 172 1,572 1,477
ネット・デット -2,108 -1,157 -1,524 -1,591 -1,802 -1,754 -2,472 -2,199 -988 -1,283
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キャッシュフロー計算書

出所：会社資料をもとにSR社作成


※表の数値が会社資料と異なる場合があるが、四捨五入により生じた相違であることに留意

営業活動によるキャッシュフローでは、「FREENANCE」の開始を背景に、2020年12月期以降、未収入金の影響が大

きくなっている。投資活動によるキャッシュフローは、サーバーなどの通信機器とソフトウェアに対する投資が中心

である。財務活動によるキャッシュフローでは、配当金の支払に加え、「FREENANCE」拡大に伴う未収入金の増加に

対する資金調達として、2022年12月期に短期借入による調達を行った。

2023年12月期においては、税引前当期純損失となったものの、金融支援事業における貸倒関連費用の計上が背景であ

り、営業活動によるキャッシュフローは黒字となった。金融支援事業では大型債権の買取を抑制したことで未収入金

は減少に転じた。財務活動によるキャッシュフローは、社債を発行した一方で短期借入金の返済などにより赤字とな

った。

過去の業績

2023年12月期第3四半期累計期間実績
売上高：8,226百万円（前年同期比5.3%増）

営業損失：583百万円（前年同期は570百万円の利益）

経常損失：505百万円（前年同期は600百万円の利益）

親会社株主に帰属する四半期純損失：724百万円（前年同期は419百万円の利益）

2023年12月期通期会社予想に対する進捗率は、売上高が75.5%（前年同期の前期実績に対する進捗率74.2%）、営業損

失は583百万円（通期会社予想642百万円、同77.9%）、経常損失が505百万円（同576百万円、同78.2%）、親会社株主

に帰属する四半期純損失が724百万円（同867百万円、同82.1%）であった。

キャッシュフロー計算書 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（百万円） 連結 連結 連結 非連結 非連結 連結 連結 連結 連結 連結

営業活動によるキャッシュフロー (1) 1,033 -503 705 640 675 698 1,253 669 -213 1,779
税引前当期純利益 682 -754 216 156 454 721 1,234 1,065 771 -396
減価償却費 147 186 209 208 212 227 254 297 346 455
減損損失 46 43 7 1 59 - - - - 119
のれん償却額 - 94 - - 9 17 - - - -
貸倒引当金の増減額 -1 -0 12 -3 -6 6 52 25 184 856
賞与引当金の増減額 - - - 41 47 -13 8 -59 36 11
持分法による投資損益 - - - - - -11 -4 -1 -1 -4
受取利息及び受取配当金 -4 -2 -5 -2 -2 -4 -3 -11 -6 -7
支払利息 - - - - - - - 1 5 13
投資有価証券売却損益 - - - - - -12 -264 - - -
売上債権の増減額 31 -567 -332 -278 -141 -107 -513 -129 92 407
棚卸資産の増減額 - - - -1 -4 -3 5 -5 -6 7
前払費用の増減額 - - - - - - - 2 -189 -87
未収入金の増減額 - - - - - - -144 -218 -1,471 313
営業未払金の増減額 12 34 14 -15 17 35 58 40 -32 -0
未払金の増減額 141 733 213 423 -59 -3 471 47 -37 -248
前受金の増減額 186 133 88 147 51 23 241 227 - -
契約負債の増減額 - - - - - - - - 405 446
その他 33 -128 154 8 87 -104 165 -198 -18 81
小計 1,274 -229 577 686 724 772 1,559 1,083 78 1,966
利息及び配当金の受取額 27 12 5 2 2 4 3 11 6 7
利息の支払額 - -0 - - - - - -1 -5 -11
法人税等の支払額 -267 -286 -6 -47 -37 -77 -309 -424 -292 -182
その他 - -0 130 - -15 - - - - -

投資活動によるキャッシュフロー(2) -202 280 -137 -294 -312 -453 -6 -278 -510 -326
有形固定資産の取得による支出 -75 -264 -130 -117 -86 -124 -160 -114 -169 -126
無形固定資産の売却による支出 -110 -68 -59 -120 -185 -243 -201 -216 -326 -276
投資有価証券の取得による支出 -21 -80 -10 -25 -15 -176 -8 -149 -65 -40
投資有価証券の売却による収入 - - - - 3 42 267 - - -
有価証券の償還による収入 - 700 - - - - - - - -
投資事業組合からの分配による収入 - - - - - - - - - 118
その他 4 -8 61 -33 -29 48 96 201 50 -3

FCF (1+2) 832 -224 568 346 363 246 1,248 391 -724 1,454
財務活動によるキャッシュフロー -252 -328 -0 -79 -52 -494 -79 -393 712 -703

短期借入れによる収入 - - - - - - - - 1,200 -1,200
社債の発行による収入 - - - - - - - - - 988
社債の償還による支出 - - - - - - - - - -100
ファイナンス・リース債務の返済による支出 - - - - - - - -20 -65 -127
株式の発行による収入 - - - - - - 205 - - -
ストックオプションの行使による収入 - - - - 14 32 55 54 18 -
自己株式の取得による支出 -106 -148 - - - -250 -0 -0 -80 -
配当金の支払額 -181 -180 -0 -79 -66 -277 -339 -427 -361 -264
その他 36 -0 - - -0 - -0 - -0 -
減価償却費及びのれん償却費 (A) 147 186 209 208 212 227 254 297 346 455
設備投資 (B) -184 -332 -188 -237 -271 -367 -361 -330 -495 -401
運転資金増減 (C) -68 578 333 291 119 130 430 117 -63 -424

単純FCF (NI+A+B-C) 442 -1,522 -159 -200 289 272 293 565 424 -151
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売上高

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比5.3%増となった。レンタルサーバーサービス「ロリポップ！」

やネットショップ作成サービス「カラーミーショップ」などのストック型ビジネスが価格改定の効果により堅調に推

移した。一方、ハンドメイドマーケット「minne」は低価格帯作品を中心に流通額が前年同期を下回った。

営業損失

利益面では、金融支援事業の「FREENANCE」において、第2四半期期間累計期間までに滞留債権に対する貸倒関連費

用を計上したことで営業損失となったが、ストック型ビジネスが堅調に推移したことに加え、債権回収が進行したこ

とから損失幅が縮小した。

営業利益の増減要因としては、売上高増加が415百万円、プロモーション費用の減少が200百万円の増益要因となった

一方、売上高に連動する費用の増加が311百万円、人件費増が78百万円、貸倒関連費用の増加が1,122百万円、その他が

258百万円の減益要因となった。

経常損失

経常損失は、営業損失に加えて、営業外収益に投資事業組合運用益95百万円などを計上（前年同期15百万円）したこ

とにより同505百万円となった。

セグメント別業績

ホスティング事業

売上高：4,258百万円（前年同期比5.0%増）

営業利益：1,410百万円（同2.0%減）

「ロリポップ！」

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比8.4%増の1,855百万円、営業利益は同1.2%増の985百万円であっ

た。定額ホームページ制作プランの割引キャンペーンをはじめ高単価プランの契約獲得に取り組んだもの、新規契約

が伸び悩む中で低単価プランの解約もあり、契約件数は前年同期比2.2％減の415,394件となった。第3四半期（3ヵ月）

の顧客単価は価格改定の効果や上位プランの構成比上昇により、同11.8%増の511円であった。

「ムームードメイン」

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比3.3%増の1,730百万円、営業利益は同11.0%減の211百万円であ

った。契約ドメイン数は他社のキャンペーン継続を背景とした新規契約数の減少により同3.6%減の1,114,075件となっ

た。一方、第3四半期（3ヵ月）の契約ドメイン単価は、電気料金高騰や円安による仕入れ価格上昇の影響を受け、

2023年2月より新規取得や更新に際しサービス維持調整費を導入したことから、SR社の試算では同6.6%増の178円に上

昇した。

EC支援事業

売上高：2,284百万円（前年同期比7.1%増）

営業利益：586百万円（同34.3%増）

「カラーミーショップ」

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比14.1%増の1,543百万円、営業利益は同2.0%減の545百万円であ

った。売上高は顧客単価の増加を受け前年同期を上回った一方で、利益面では、「カラーミーショップ大賞2023」な

どのプロモーション費用などが増加した。契約件数は、初期費用無料・月額利用料無料でネットショップを開設でき

るフリープランの累計契約件数は増加しているものの、月額プランの減少を補うには至らず前年同期末比微減の

50,264件となった。第3四半期（3ヵ月）の月額有料プランの顧客単価は2022年4月に実施した価格改定の効果は一巡

しつつある中で、上位プラン比率の上昇を背景に同23.1%増の5,233円となった。

「SUZURI」

2023年12月期第3四半期累計の売上高は前年同期比3.3%減の729百万円、営業利益76百万円（前年同期100百万円の営

業損失）であった。前年同期にはテレビCMによる流通額押し上げ効果があった一方で、今期はプロモーション費用を
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抑制していることで減収増益となった。登録会員数は2023年6月に続いて2023年8月にもTシャツセールを行ったこと

で、前年同期比20.0％増1,560千人となった。一方、消費動向の変化による影響を受けた第1四半期の流通額減少を補

うには至らず、当第3四半期累計期間における流通金額は前年同期比8.2％減の1,920百万円となった。期末クリエイタ

ー数は同15.4%増の750千人であった。

ハンドメイド事業

売上高：1,131百万円（前年同期比8.3%減）

営業利益：41百万円（同41.4%減）

「minne」

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比8.3%減の1,131百万円、営業利益は同41.4%減の41百万円であっ

た。2023年4月よりものづくりにまつわるデジタルコンテンツの取り扱いを開始したほか、2023年9月には2019年以来

4年ぶりとなる大規模オフラインイベント「minneのハンドメイドマーケット2023」を開催した。またサイト内のクリ

ック型課金広告「minne広告」もリリースしたことで、登録作家・ブランド数は前年同期比5.2%増の890千人、期末作

品数は同7.6%増の16,870千点、アプリダウンロード数は同4.5%増の14,540千ダウンロードとなった。一方、低価格帯

作品の流通規模縮小の影響により、第3四半期累計期間の流通金額は同13.0%減の9,780百万円、注文件数は同18.1%減

の2,591千件、注文単価は同6.2%増の3,767円であった。

金融支援事業

売上高：552百万円（前年同期比43.0%増）

営業損失：1,140百万円（前年同期は5百万円の利益）

「FREENANCE」

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比43.0%増の552百万円、営業損失1,140百万円（前年同期は5百

万円の利益）であった。「FREENANCE」においては、2023年5月より大型債権の買取を抑制しているため、第3四半

期（3カ月）の請求書買取額は前年同期比45.8%減の1,410百万円となった。第3四半期累計期間では利用者数は同29.1%

増の10,003人、請求書買取額は同24.2%増の7,080百万円、請求書買取件数は同21.4%増の17,356件、平均請求書買取額

は同2.3%増の408千円であった。利益面では、第2四半期連結会計期間までに滞留債権に対する貸倒関連費用を計上し

たことで営業損失となったものの、債権回収の進行もあり第2四半期累計期間の営業損失（1,172百万円）に比べ縮小し

た。

その他

売上高：1百万円（前年同期比49.8%減）

営業損失：29百万円（前年同期は30百万円）

2023年12月期第3四半期累計期間の売上高は前年同期比49.8%減の1百万円、営業損失は29百万円（前年同期は30百万

円）であった。その他には、習い事やチーム・教室運営における連絡や集金をクラウド上で一元管理できるサービス

「GMOレンシュ」が属する。

トピックス

独自性のあるWebサイトを簡単に作成・運用できる新機能「MuuMuu Sites」の提供を

開始

2023年10月4日より、ドキュメントの作成や共有、プロジェクトの管理など一箇所で実現できる「Notion」を使って独

自性のあるWebサイトを簡単に作成・運用できる新機能「MuuMuu Sites」の提供を開始した。「MuuMuu Sites」を初

心者向けの入り口として提供することで、サーバー利用への誘導を図る。

「ムームードメイン」とまとめて契約・管理ができる「MuuMuu Servers」の提供を開

始

2023年11月15日より、「ムームードメイン」とまとめて契約・管理ができる「MuuMuu Servers」の提供を開始した。

「ムームードメイン」利用者が「ロリポップ！」のサーバーを利用する際には決済や管理が別々になることで、契約

につながらないケースが生じており、「MuuMuu Servers」の提供によりそれらの問題を解消する。「ロリポップ！」

への誘導数が減る可能性はあるものの、利便性を背景としたサーバー契約率の上昇や単価上昇が見込まれることで、

同社はホスティング事業全体では売上・利益ともに押し上げ効果が期待できると考えている。
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「minne広告」の運用を開始

2023年8月2日より、「minne」のサイト内で作品を宣伝できる広告機能「minne広告」の運用を開始した。広告運用知

識が不要で手軽に運用できるほか、作品に興味を持つ層へのアプローチが可能になり、同社では年間10千人程度の利

用を見込む。自社サイト内に出稿するため利益率も高く、同社では2024年12月期への利益寄与に期待する。

「SUZURI」の集客強化策としてIPコラボアイテムの販売などを開始

IPコラボ第一弾として「アイドルマスターシャイニーカラーズ」のグッズ販売（2023年9月15日～2024年9月14日）

や、東映アニメーション株式会社（東証STD 4816）のIPを活用したデザインコンテストなどを開催した。同社による

と、コアなファン向けに音源の販売が好調であり、原価がほぼかからない音源は利益率も高いことから、今後の

「SUZURI」の業績への寄与を期待する。

2023年12月期第2四半期累計期間実績
売上高：5,524百万円（前年同期比8.2%増）

営業損失：826百万円（前年同期は248百万円の利益）

経常損失：747百万円（前年同期は258百万円の利益）

親会社株主に帰属する四半期純損失：892百万円（前年同期は183百万円の利益）

新たな2023年12月期通期会社予想に対する進捗率は、売上高が50.7%、営業損失は826百万円（通期会社予想642百万

円）、経常損失が747百万円（同576百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失が892百万円（同867百万円）であ

った。

売上高

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は過去最高を更新し、前年同期比8.2%増となった。レンタルサーバーサービ

ス「ロリポップ！」やネットショップ作成サービス「カラーミーショップ」は価格改定の効果により堅調に推移し

た。一方、ハンドメイドマーケット「minne」は低価格帯作品を中心に流通額が前年同期を下回った。

営業損失

金融支援事業における大口債権の滞留発生により、貸倒引当金を計上したことを主因に営業損失となった。金融支援

事業「FREENANCE」において、第1四半期に貸倒関連費用180百万円を計上したことで、管理体制を見直し5月以降は

提携企業取引の高額な請求書買取を全面的に停止した。しかし第2四半期も運送業・建設業を中心とした複数の大口取

引先において滞留債権金額が増加したことで、滞留債権に対する貸倒引当金などの貸倒関連費用1,090百万円を計上し

た。

営業利益の増減要因としては、売上高増加が417百万円、プロモーション費用の減少が171百万円の増益要因となった

一方、売上高に連動する費用の増加が239百万円、人件費増が46百万円、貸倒関連費用の増加が1,231百万円、その他

が146百万円の減益要因となった。

経常損失

経常損失は、営業損失に加えて、営業外収益に投資事業組合運用益89百万円などを計上（前年同期8百万円）したこと

により同747百万円となった。

セグメント別業績

ホスティング事業

売上高：2,792百万円（前年同期比4.8%増）

営業利益：902百万円（同3.0%減）

「ロリポップ！」

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は前年同期比7.9%増の1,216百万円、営業利益は同1.2%減の634百万円であっ

た。契約件数はベーシックプランの新規獲得に注力する中で、低価格プランの新規獲得減により新規加入数が減少し

たことで、同2.1%減の417,710件となった。顧客単価は価格改定の効果やベーシックプランなど上位プランの構成比上

昇により、同10.2%増の495円となった。
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「ムームードメイン」

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は前年同期比3.5%増の1,131百万円、営業利益は同12.9%減の122百万円であ

った。契約ドメイン数は新規契約数の減少により同3.2%減の1,125,732件、SR社の試算による顧客単価は同8.5%増の

2,041円となった。電気料金高騰や円安による仕入れ価格上昇の影響を受け、2023年2月より新規取得や更新に際しサ

ービス維持調整費を導入したことが顧客単価を押し上げた。

EC支援事業

売上高：1,522百万円（前年同期比11.6%増）

営業利益：391百万円（同122.1%増）

「カラーミーショップ」

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は前年同期比18.5%増の1,049百万円、営業利益は同12.6%増の394百万円で

あった。契約件数は、月額プランが低位プランの受付停止や価格改定の影響により減少傾向にある一方、初期費用、

月額費用がともに無料のフリープランが増加したことで同2.2%増の50,337件となった。顧客単価は2022年4月に実施

した価格改定の効果により同35.4%増の5,213円となった。価格改定後1年を経過したことで影響はほぼ一巡しつつある

が、低位プランの受付停止によるミックスの変化もあり、今後も顧客単価の上昇傾向は緩やかに続く方向である。

「SUZURI」

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は前年同期比1.1%増の465百万円、営業利益20百万円（前年同期161百万円

の営業損失）であった。前年同期に実施したテレビCMを今期は行わなかったことで、営業利益は黒字となった。流通

金額は、2023年6月にTシャツセールを実施したものの、第1四半期の消費行動の変化による影響を補うには至らず、同

1.6%減の1,270百万円にとどまった。期末会員数は同21.4%増の1,490千人、期末クリエイター数は同16.1%増の720千人

であった。

ハンドメイド事業

売上高：761百万円（前年同期比11.4%減）

営業利益：42百万円（同37.6%減）

「minne」

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は前年同期比11.4%減の761百万円、営業利益は同37.6%減の42百万円であっ

た。2023年4月よりものづくりにまつわるデジタルコンテンツの取り扱いを開始したものの、低価格帯作品の流通規模

縮小やプロモーション抑制の影響により、流通金額は同10.5%減の7,000百万円となった。注文件数は同16.6%減の

1,858千件、注文単価は同7.2%増の3,762円であった。期末作家数は同6.0%増の880千人、期末作品数は同8.2%増の

16,560千点、アプリダウンロード数は同5.2%増の14,420千ダウンロードであった。

金融支援事業

売上高：448百万円（前年同期比104.4%増）

営業損失：1,172百万円（前年同期は15百万円）

「FREENANCE」

2023年12月期第2四半期（累計）の売上高は前年同期比104.4%増の448百万円、営業損失1,172百万円（前年同期は15百

万円）であった。利用者数が同37.9%増の6,757千人に拡大したことに加え、平均請求書買取額も同33.2%増の464千円

となったことで、請求書買取額は同82.9%増の5,670百万円に増加した。一方、大口債権の滞留発生により、第1四半期

の180百万円に続き、第2四半期にも1,090百万円の貸倒関連費用を計上したことで営業損失が拡大した。なお、第2四

半期末の未収入金残高2,000百万円に対し、1,372百万円の貸倒引当金を計上しており、貸倒引当金がさらに増加する

ことはないと同社は考えている。

第1四半期に貸倒関連費用を計上したことを受けて、管理体制を見直し、5月以降は提携企業取引の高額な請求書買取を

全面的に停止した。しかし第2四半期も運送業・建設業を中心とした複数の大口取引先において滞留債権金額が増加し

た。損失拡大を受け、同社の取締役が直接的に「FREENANCE」を運営する連結子会社GMOクリエイターズネットワ

ークの執行に関わり、ガバナンス体制を強化したほか、取引先の与信調査の強化、買取額の制限設定などの管理体制

の強化を行った。

2023年12月期第1四半期実績
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売上高：2,736百万円（前年同期比7.9%増）

営業利益：36百万円（同84.0%減）

経常利益：105百万円（同56.0%減）

親会社株主に帰属する四半期純利益：41百万円（同75.7%減）

2023年12月期通期会社予想に対する進捗率は、売上高が24.7%、営業利益が4.2%、経常利益が12.6%、親会社株主に帰

属する当期純利益が7.2%であった。

売上高

2023年12月期第1四半期は売上高は過去最高を更新し、前年同期比7.9%増となった。ホスティング事業は価格改定の効

果により増収となった。EC支援事業は「カラーミーショップ」は伸長した一方、「SUZURI」は減収であった。ハンド

メイド事業は流通額減少により減収となったものの、金融支援事業は請求書買取額が急拡大したことで増収となっ

た。

営業利益

営業利益は金融支援事業における大口債権の滞留発生により、貸倒引当金を計上したことを主因に同84.0%減となっ

た。営業利益の増減（190百万円の減益）要因としては、売上高増加が199百万円の増益要因となった一方、売上高に

連動するコストの増加が105百万円、人件費の増加が17百万円、プロモーション費用の増加が18百万円、貸倒関連費用

の増加が175百万円、その他コストの増加が72百万円の減益要因となった。

経常利益

経常利益は、主に投資事業組合運用益79百万円の計上（前年同期9百万円）により同56.0%減となった。

セグメント別業績

ホスティング事業

売上高：1,369百万円（前年同期比3.8%増）

営業利益：427百万円（同5.6%減）

「ロリポップ！」

2023年12月期第1四半期の売上高は前年同期比7.8%増の595百万円、営業利益は同0.3%減の307百万円であった。契約

件数は低単価プランの解約の増加により同1.5%減の419,605件、顧客単価は価格改定の効果や上位プランの構成比上昇

により同9.3%増の471円となった。

「ムームードメイン」

2023年12月期第1四半期の売上高は前年同期比1.6%増の553百万円、営業利益は同36.6%減の45百万円であった。契約

ドメイン数は新規契約数の減少により同2.3%減の1,139,334件、SR社の試算による顧客単価はドメイン更新率の上昇を

背景に同2.1%増の1,902円となった。

EC支援事業

売上高：701百万円（前年同期比5.5%増）

営業利益：163百万円（同6.8%減）

「カラーミーショップ」

2023年12月期第1四半期の売上高は前年同期比15.7%増の512百万円、営業利益は同14.8%増の202百万円であった。契

約件数は初期費用、月額費用がともに無料のフリープランの増加により同5.0%増の50,537件、顧客単価は2022年4月

に実施した価格改定の効果により同35.3%増の5,014円となった。

「SUZURI」

2023年12月期第1四半期の売上高は前年同期比13.2%減の185百万円、営業損失29百万円（前年同期6百万円の営業利

益）であった。コロナ禍からのリオープニングを背景とした消費行動の変化により、流通額が同13.3%減の520百万円

となった。期末会員数は同24.8%増の1,410千人、期末クリエイター数は同16.9%増の690千人であった。
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ハンドメイド事業

売上高：413百万円（前年同期比10.3%減）

営業利益：27百万円（同44.2%減）

「minne」

2023年12月期第1四半期の売上高は前年同期比10.3%減の413百万円、営業利益は同44.2%減の27百万円であった。コロ

ナ禍からのリオープニングを背景とした消費行動の変化により、流通額は同9.8%減の3,780百万円となった。注文件数

は同16.0%減の1,022千件、注文単価は同6.2%増の3,823円であった。期末作家数は同6.1%増の870千人、期末作品数は

同9.5%増の16,250千点、アプリダウンロード数は同5.7%増の14,280千ダウンロードであった。

金融支援事業

売上高：252百万円（前年同期比178.5%増）

営業損失：94百万円（前年同期は4百万円）

「FREENANCE」

2023年12月期第1四半期の売上高は前年同期比178.5%増の252百万円、営業損失94百万円（前年同期は4百万円）であ

った。2022年10月に開始した月額有料会員プランの会員数が増加したほか、個別取引の利用者数と買取単価が増加し

たことで請求書買取額は同157.9%増の3,120百万円と過去最高を更新した。一方、大口債権の滞留発生により、貸倒関

連費用が同175百万円増の180百万円に増加したことを背景に営業損失が拡大した。利用者数は同43.0%増の3,298人、

請求書買取件数は同47.0%増の6,006件、平均請求書買取額は同75.3%増の519千円であった。

大口債権の滞留は、「FREENANCE」・ユーザー・取引先企業の提携企業取引において、同一企業が発行した請求書の

買取額が増加したことで発生した。今後の対策として、帝国データバンクなどを活用した景況感などの状況把握や客観

的な情報収集の実施、取引先の定期的な与信調査の実施、取引先の情報把握を行う。また提携企業取引について、請求

書買い取りにおける与信枠の制限や手数料などの運用の見直しを行う。

2022年12月期通期実績
売上高：10,531百万円（前期比11.4%減）

営業利益：732百万円（同17.6%減）

経常利益：767百万円（同20.8%減）

親会社株主に帰属する四半期純利益：510百万円（同28.7%減）

2022年12月期期初より収益認識に関する会計基準などを適用したことで、売上高は1,653百万円減少し、営業利益、経

常利益、税引前当期純利益はそれぞれ101百万円増加した。なお、前期に同基準を適用した場合、売上高は前期比6.7%

増、営業利益は同16.5%減、経常利益は同19.8%減、親会社株主に帰属する当期純利益は同27.5%減であった。

2022年12月期通期会社予想（2022年11月7日修正）に対する達成率は、売上高が100.3%、営業利益が100.0%、経常利

益が100.9%、親会社株主に帰属する当期純利益が97.7%であった。

売上高

2022年12月期は売上高は収益認識に関する会計基準などを適用後で過去最高を更新した。前期にも同基準を適用した

場合、前期比6.7%増であった。ホスティング事業は価格改定の効果や高単価ドメインの販売により伸長した。EC支援

事業は「カラーミーショップ」は前期並みであったものの、「SUZURI」が想定を下回り減収となった。ハンドメイド

事業は流通額減少により減収となったものの、金融支援事業は請求書買取額が急拡大したことで増収となった。

営業利益

営業利益はテレビCMなどのプロモーション費用の増加を背景に減益となった。前期に収益認識に関する会計基準など

を適用した場合、前期比16.5%減であった。前期に同基準を適用した場合の営業利益の増減（144百万円の減益）要因

としては、売上高増加が657百万円の増益要因となった一方、売上高に連動するコストの増加が220百万円、プロモー

ション費用の増加が211百万円、貸倒関連費用の増加が140百万円、その他コストの増加が229百万円の減益要因となっ

た。
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経常利益

経常利益は営業利益の減に加え、主に投資事業組合運用益の減少により減益となった。前期に収益認識に関する会計

基準などを適用した場合、同19.8%減であった。

セグメント別業績

ホスティング事業

売上高：5,153百万円（前期比7.2%増）

営業利益：1,730百万円（同17.3%増）

収益認識に関する会計基準などの適用により、売上高は18百万円増加、営業利益は103百万円増加した。なお、前期に

収益認識に関する会計基準などを適用した場合、売上高は前期比8.3%増、営業利益は同18.5%増であった。

「ロリポップ！」

2022年12月期の売上高は2,295百万円、前期に収益認識に関する会計基準などを適用した場合、前期比13.2%増であっ

た。営業利益は1,284百万円で、前期に同基準を適用した場合、同27.3%増であった。契約件数は上位プランの獲得注力

などによる低単価プランの解約の増加を背景に同0.8%減の422,596件、顧客単価は価格改定の効果や上位プランの構成

比上昇により同12.8%増の449円となった。

「ムームードメイン」

2022年12月期の売上高は2,248百万円、前期に収益認識に関する会計基準などを適用した場合、前期比6.8%増であっ

た。営業利益は315百万円、前期に同基準を適用した場合、同4.1%増であった。契約ドメイン数は新規取得割引や各種

キャンペーンの実施により同1.3%増の1,186,748件、SR社の試算による顧客単価はドメイン更新率の上昇を背景に同

6.4%増の1,928円となった。

EC支援事業

売上高：3,131百万円（前期比35.8%減）

営業利益：824百万円（同26.3%減）

収益認識に関する会計基準などの適用により、売上高は1,424百万円減少、営業利益は2百万円減少した。なお、前期に

収益認識に関する会計基準などを適用した場合、売上高は前期比2.2%減、営業利益は同26.5%減であった。

「カラーミーショップ」

2022年12月期の売上高は1,853百万円、前期に収益認識に関する会計基準などを適用した場合、前期比4.4%増であっ

た。営業利益は786百万円、前期に同基準を適用した場合、同1.4%減であった。契約件数は初期費用、月額費用がとも

に無料のフリープランの増加により同9.3%増の50,663件、顧客単価は2022年4月に実施した価格改定の効果により同

18.8%増の4,146円となった。

「SUZURI」

2022年12月期の売上高は958百万円、前期に収益認識に関する会計基準などを適用した場合、前期比12.4%減であっ

た。営業損失は95百万円、前期に同基準を適用した場合、295百万円悪化した。コロナ禍からのリオープニングを背景

とした消費行動の変化により、流通額が同16.3%減の2,600百万円となった。期末会員数は同27.4%増の1,350千人、期

末クリエイター数は同19.6%増の670千人であった。

ハンドメイド事業

売上高：1,651百万円（前期比15.5%減）

営業利益：82百万円（同63.5%減）

収益認識に関する会計基準などの適用により、売上高は245百万円減少、営業利益への影響は無かった。なお、前期に

収益認識に関する会計基準などを適用した場合、売上高は前期比1.2%減、営業利益は同63.5%減であった。
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「minne」

2022年12月期の売上高は1,651百万円、前期に収益認識に関する会計基準などを適用した場合、前期比1.2%減であっ

た。営業利益は82百万円、前期に同基準を適用した場合、同63.5%減であった。キャンペーンなどの販促強化を実施し

たものの、コロナ禍からのリオープニングを背景とした消費行動の変化により、流通額は同0.5%減の15,060百万円と

なった。注文件数は同9.4%減の4,160千件、注文単価は同9.8%増の3,620円であった。期末作家数は同6.3%増の850千

人、期末作品数は同9.8%増の15,960千点、アプリダウンロード数は同6.3%増の14,110千ダウンロードであった。

金融支援事業

売上高：594百万円（前期比179.1%増）

営業損失：26百万円（前期140百万円）

収益認識に関する会計基準などの適用により、売上高は2百万円減少、営業利益への影響は無かった。なお、前期に収

益認識に関する会計基準などを適用した場合、売上高は前期比180.6%増、営業損失は113百万円縮小した。

「FREENANCE」

2022年12月期の売上高は594百万円、前期に収益認識に関する会計基準などを適用した場合、前期比180.6%増であっ

た。営業損失は26百万円、前期に同基準を適用した場合、113百万円縮小した。運送会社を中心に提携企業数が増加

し、提携企業取引による利用が拡大したことで請求書買取額は同208.5%増の8,670百万円に増加した。利用者数は同

43.2%増の3,154人、請求書買取件数は同71.5%増の20,310件、平均請求書買取額は同79.9%増の427千円であった。
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その他の情報
沿革
同社は前身企業からレンタルサーバー「ロリポップ！」の事業が移管される形で、2003年1月に有限会社paperboy&co.

として設立された。その後、2004年3月に株式会社に組織変更し、グローバルメディアオンライン株式会社（現GMO

インターネットグループ株式会社）に第三者割当増資を行い、連結子会社となった。2008年12月のJASDAQ上場を経

て、2014年4月に現社名であるGMOペパボ株式会社に変更し、現在に至る。2022年12月末時点で、GMOインターネッ

トグループ株式会社は同社の議決権の57.5%（うち間接所有2.0%）を有する。

出所：会社資料をもとにSR社作成

大株主

出所：会社資料をもとにSR社作成


※所有株式数の割合は自己株式を除く

株主還元
同社は、環境変化の激しいインターネット業界においては、企業体質の強化および積極的な事業展開に備えるための

内部留保の充実が重要であると考えるが、利益還元も重要な経営課題と認識する。同社は、事業の成長に基づく中長

期的な株式価値の向上とともに、連結配当性向50％以上を基本として、業績に連動した配当を継続的に実施できる収

益力の安定に努める考えである。

出所：会社資料をもとにSR社作成

※2015年12月期および2019年12月期に実施した1:2の株式分割を遡及修正

年月

2001年11月 「ロリポップ！」提供開始

2003年1月 有限会社paperboy&co.設立

2004年3月 株式会社に組織変更、グローバルメディアオンライン株式会社（現GMOインターネットグループ株式会社）に第三者割当増資を実施し
連結子会社となる

2005年2月 ネットショップ作成サービス「カラーミーショップ」提供開始

2008年12月 JASDAQに上場
2012年1月 ハンドメイドマーケット「minne」提供開始
2014年4月 GMOペパボ株式会社に社名変更
2014年4月 オリジナルグッズ作成・販売サービス「SUZURI」提供開始
2019年2月 GMOクリエイターズネットワーク株式会社を連結子会社化
2019年12月 東京証券取引所市場第二部へ市場変更

2020年12月 東京証券取引所市場第一部に指定

2022年4月 東京証券取引所プライム市場に指定

2022年4月 チーム・教室のための会員管理クラウドサービス「GMOレンシュ」提供開始
2023年10月 東京証券取引所スタンダード市場へ変更

大株主上位10名（2023年12月末） 所有株式数

（千株）

所有株式数

の割合

GMOインターネットグループ株式会社 3,031 57.44%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 259 4.90%
GMOアドパートナーズ株式会社 108 2.04%
佐藤　健太郎 48 0.90%
松尾　志郎 42 0.78%
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 41 0.78%
GMOペパボ社員持株会 30 0.56%
CREDIT SUISSE AG
HONG KONG TRUST A/C CLIENT（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行） 28 0.53%
谷口　悌一 28 0.52%
三井瑞龍 27 0.51%

計 3,641 68.96%

配当金の推移 14年12月期 15年12月期 16年12月期 17年12月期 18年12月期 19年12月期 20年12月期 21年12月期 22年12月期 23年12月期
（円）

配当金 33.75 - 15.00 12.50 52.50 65.00 81.00 68.00 50.00 -
EPS 75.87 -149.97 29.12 22.75 88.65 104.11 159.07 135.22 96.37 -119.16
配当性向 44.5% 0.0% 51.5% 55.0% 59.2% 62.4% 50.9% 50.3% 51.9% 0.0%
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コーポレート・ガバナンスおよびトップ経営者

コーポレート・ガバナンスの概況

同社のコーポレート・ガバナンス体制（2023年3月現在）

出所：会社資料をもとにSR社作成

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

同社は、株主や顧客をはじめとするステークホルダーの公正かつ公平な利益を守るとともに、企業価値の継続的な向

上を図るため、コンプライアンスの徹底とコーポレート・ガバナンス体制の強化に取り組んでいる。

トップ経営者

代表取締役社長　佐藤健太郎氏

1981年1月生まれ。大学在学中であった2003年1月に有限会社paperboy&co.に入社し、社長室長、取締役経営企画室

長、取締役副社長経営企画室長、代表取締役副社長経営企画室長を歴任後、2009年3月に代表取締役社長に就任し、現

在に至る。大学時代に自らのホームページを作成し、情報発信を行う中で、前身企業の創業者と出会い、同社入社に

つながった。現在も個人サイト「佐藤健太郎公式サイト」（satokentaro.jp）で情報発信を行っている。

資本構成

支配株主（親会社を除く）の有無 無

外国人株式保有比率 10%未満
組織形態・取締役・監査役関係

組織形態 監査等委員会設置会社

定款上の取締役の員数 14名
取締役人数 11名
定款上の取締役任期 1年
取締役会議長 社長

社外取締役人数 4名
社外取締役のうち独立役員に指定されている人数 4名
指名委員会または報酬委員会に相当する任意の委員会の有

無
有

監査等委員会の人数 4名
監査等委員会における社外取締役の人数 3名
その他

取締役へのインセンティブ付与に関する施策の実施状況 無

ストックオプションの付与対象者 社内取締役、従業員

取締役報酬の開示状況 個別報酬の開示は無

報酬の額またはその算定方法の決定方針の有無 有

買収防衛策の導入の有無 無

https://satokentaro.jp/
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企業概要
企業正式名称

ＧＭＯペパボ株式会社

代表電話番号

81-3-5456-2622

設立年月日

2003年1月10日

IRコンタクト

https://pepabo.com/contact/

本社所在地

東京都渋谷区桜丘町２６番１号　セルリアンタワー

上場市場

東証スタンダード

上場年月日

2008年12月19日

決算月

12月
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株式会社シェアードリサーチについて
株式会社シェアードリサーチは今までにない画期的な形で日本企業の基本データや分析レポートのプラットフォーム提供を目指していま

す。さらに、徹底した分析のもとに顧客企業のレポートを掲載し随時更新しています。

連絡先

企業正式名称

株式会社シェアードリサーチ／Shared Research Inc.

住所

東京都千代田区神田猿楽町2丁目6-10

HP

https://sharedresearch.jp

TEL

+81 (0)3 5834-8787

Email

info@sharedresearch.jp

ディスクレーマー
本レポートは、情報提供のみを目的としております。投資に関する意見や判断を提供するものでも、投資の勧誘や推奨を意図したもので

もありません。SR Inc.は、本レポートに記載されたデータの信憑性や解釈については、明示された場合と黙示の場合の両方につき、一切

の保証を行わないものとします。SR Inc.は本レポートの使用により発生した損害について一切の責任を負いません。本レポートの著作

権、ならびに本レポートとその他Shared Researchレポートの派生品の作成および利用についての権利は、SR Inc.に帰属します。本レポー

トは、個人目的の使用においては複製および修正が許されていますが、配布・転送その他の利用は本レポートの著作権侵害に該当し、固

く禁じられています。SR Inc.の役員および従業員は、SR Inc.の調査レポートで対象としている企業の発行する有価証券に関して何らかの

取引を行っており、または将来行う可能性があります。そのため、SR Inc.の役員および従業員は、該当企業に対し、本レポートの客観性

に影響を与えうる利害を有する可能性があることにご留意ください。

金融商品取引法に基づく表示：本レポートの対象となる企業への投資または同企業が発行する有価証券への投資についての判断につなが

る意見が本レポートに含まれている場合、その意見は、同企業からSR Inc.への対価の支払と引き換えに盛り込まれたものであるか、同企

業とSR Inc.の間に存在する当該対価の受け取りについての約束に基づいたものです。

https://sharedresearch.jp/
tel:+81 (0)3 5834-8787
mailto:info@sharedresearch.jp

